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擧
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あ
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こ
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原
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吾
國
に
於
て
も
、
明
治
維
新
を
期
と
し
て
人
口
は
急
激
な
靖
加
を
開
始
し
、
明
治
初
期
の
內
地
人
口
於
三
千
三
否
み
力
今
日
は
刀
丨

二
倍
に
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し
た
。

然
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の
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今
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ら
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か
。
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現
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國
際
統
計
協
會
月
報
及
本
邦
人
口
励
態
統
計
に
よ
る(

國
勢
グ
ラ
フ
九
月
號
所
載)

ニ
九
ニ 

(

一
七
九
八)

1 

M
l

1

六
6

圖第
斯
か
る
數
字
か
ら
豫
想
さ
れ
る
將
來
人
口
に
つ
い
て
は
次
宽
に
述
べ
る
。
右
表
に
よ
れ
ば
、
增
加
率
の
低
下
は
殆
ど
全
く
出
生
率
の

l

l

i

i

l

l

i

j

低
下
に

f

も
の
で
、
.死
亡
率
の
低
下
i

い
て
ゐ
な
い
事
が
判
る
。
死
亡
！
-は
始
ど
同
率
を
保
？

ゐ
る
。
f

ば
何
が
斯
か
I

 

I

の
低
下
を
來
さ
し
め
た
か
、
こ
れ
H

Q

人
口
學
に
於
け
る
f

興
f

-
り
從
て
管
激
し
い
論
'
の̂
行
は
れ
f

な
の
て
. 

あ
る
。
私
は
今
こ
の
點
に
は
觸
れ
る
餘
地
を
與
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

一
言
に
し
て
言
へ
ば
、
こ
の
W
生
率
低
下
I

f

し
て
一
一火
S
 

流
が
あ
る
。

一
は
こ
れ
を
坐
物
學
的
に
說
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

一
は
、七

醫

制

#-
的

に

擎

せ

ん

と

す

も

の

で

あ

7

.
 

ブ
ル
デ
ィ(

I

I

)

の
榮
養
說
、
ス
ぺ
シT

C
S

P
I

の
智
能
說
等
は
前
f

屬
し
、
デ
ュ
モ
f

!

)

の
社
會
毛
細
管 

現
象
說
、
才
ル
デ
ン
ベ
ル
ク(

o
l
d
l
r
g
)

の
社
#
學
的
學
說
•、
乃
至
は
モ
ン
べ
ル
ト(

M
l
e
r
t
)

プ

レ

ン

タ

ノ

(
B

r
i

の

醫

說
等
は
#
货
に
風
す
る
。

右
の
う
ち
、
文
明
Q

I
が
I

的
に
人
間
I

I

を
1

せ
し
め
る
と
い
ふ
第
一
の
I

學
的
說
明
は
、
伙
し
て
養
に
依
て 

證
明
さ
れ
い
。出
寒
が
生

■

度
に
反
比
例
す
暴
實
は
、
社
會
の
上
流
と
下
流
と
の
階
級
を
比
較
す
れ
ば
糞
に
I

し 

得
る
け
れ
ど
、
こ
れ
I

ろ
社
會Q

上
流
f

避S

悬

I

及
し
て
ゐ
る
か
ら
で
I

う
。
出
生
率
低
下
の
原
因
は
斯
く
て
第
二
の 

社
會
學
的
心
理
學
的
說
明
に
求
む
べ
き
で
あ
る
。
近
代
人
は
個
人
主
義
紫
で
あ
る
。
自
己
の
生
沾
の
甜
持
と
向
上
と
力
板
の
生
I

⑴
 

度
の
中
心
思
想
を
な
す
。

一
廣
達
し
た
_

標
準
の
維
持
と
向
上
と
は
、
多
數
の
子
女
を
擁
し
て
は
望
み
■
い
。
こ
の
觀
f
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姙
技
術
の
I

と
相
俟
て
§

〕

、

今
日
の
顯
著
な
出
坐
率
低
下
を
招
來
し
た
皇
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
人
口
が
食
物
に
ょ
つ
て
制
以 

さ
れ
る
と
言
つ
た
マ
ル
サ
ス
說
は

、

少
く
も
文
明
國
に
於
て
は
過
去
の
夢
と
な
つ
た
。
人
口
を
制
限
す
る
も
の
は
食
物
て
は
な
く
し
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避
姙
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は
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ず
し
も
文
明
國
.の
I

級
間
に
無
差
別
に
は
普
及
し
て
ゐ
な
い
。
こ
の
餅
は
現
花
獨
迆
に
於
て
す
ら
：m
胎
の
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' •

敗
に
よ
っ
て
坐
命
'を
失
は
れ
る
女
性
が
每
年
七
_千
乃
茧
四
览
に
達
今
る
亭
鐵
に
よ
っ
て
知
：る
祺
が
出
來
る
、
こ
れ
ら
の
女
饨
は
勿
.論
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大
部
分
は
下
層
^
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を
參
照
さ
れ
た
、
o

兎
に
角
斯
か
る
职
因
の
論
爭
は
別
と
し
て
、
今E

.

の
人
ロ
增
加
率
の
弛
緩
が
、
食
物
そ
の
他
絕
對
的
生
沽
必
需
品
の
鹏
迪
に
よ
つ
て 

惹
起
さ
れ
た
も
の
で
な
い
都
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
し
て
兄
れ
ば
、
こ
の
現
象
は
今
後
如
何
に
經
濟
紐
織
が
改
眾
さ
れ
て
も
俄
か
に
消 

诚
す
る
^
は
あ
る
ま
い
。
そ

し

て

今

.̂
|
依
然
高
い
出
生
率
を
示
し
て
ゐ
る
國
々
も
、
い
つ
か
は
斯
か
る
逝
を
迪
る
に
至
る
で
あ
ら
ぅ
。 

我
國
に
於
て
す
ら
、
產
兒
制
限
の
遝
励
は
最
近
蒂
し
く
沽
潑
と
な
つ
て
來
た
の
で
あ
る
。

二
將
來
人
口
の
豫
想

人
ロ
の
將
來
に
於
け
る
增
減
を
豫
测
す
る
蕻
は
、
1H
に
難
蕻
中
の
難
靡
で
あ
る
。
蓋
し
人
ロ
の
檜
減
を
決
宛
す
る
要
素
は
複
雜
を
極 

•

め
、
炎
し
て 

一
ニ
の
要
素
を
以
て
.そ
の
原
因
と
な
す
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
加
之
、
斯
か
る
諸
耍
素
は
毫
も
哿
遍
的
範
嚼
に
嵐
す
る 

も
の
で
は
な
く
、
時
に
よ
り
所
に
よ
つ
て
變
化
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
旣
に
述
べ
た
や
ぅ
に
、
今
日
に
於
て
は
、
人
口
を
增
減
せ
し
む
る 

——

よ
り
正
し
く
言
へ
ば
、
人
口
を
減
少
せ
し
む
る——

般
太
の
要
素
は
、
實
に
人
|1
*
«
]の
自
ぬ
意
志
の
裡
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
將 

來
人
U
CO
.豫
想
は
、
恰
も
人
|1
1
]の
將
來
の
行
爲
を
豫
测
す
る
に
等
し
い
不
確
實
さ
を
含
ん
で
ゐ
る
。
併
し
人
口
は
常
に
數
字
的
現
象
と 

し
て
把
握
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
且
づ
之
.に
關
す
る
銃
||
-
は
、.
.凡
ゆ
る
銃
計
屮
最
も
信
賴
し
う
る
も
の
V

一
 

で
あ
^
か
ら
、
^
し
現
在

ま
で
の
人
ロ
靈
統
許
よ
り
出
發
し
て
そ
の
長
期
變
f

牠
す
な
ら
ば
、
少
く
と
も
將
來
の
大
體
の
傾
f

知
る
i
と
は
必
ず
し
も
難 

奪
は
な
い
の
で
I

。
こ
.
I
:味
に
於
て
、
取
は
以
下
獨
逸
に
於
け
I

在
の
人
口
狀
態
よ
b
出
發
し
て
そ
の
將
來
の
趨
勢
を
推
し 

て
み
た
い
§

〕

。
特
に
麗
を
擧
げ
た
の
は
、
取
に
例
示
と
し
て
H

造
し
紙
數
の
靖
加
を
顧
み
な
い
な
ら
ば
、
殆
ど
同
じ
事
か 

他
.の
歐
洲
文
明
國
に
就
て
言
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
出
生
率
の
低
下
と
そ
れ
よ
り
坐
ず
る
人
口
枪
■

の
遞
減
と
は
、
旣
に
殆
ど
殺

て
の
文
明
國
に
於
て
共
通
的
な
現
觀
だ
か
ら
で
あ
る
。

.

(

k
i ノ 

.
本
章
つ 

B
T-
t
虫
ミ
し
て
W
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内
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»

d
o
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Internationale Geburtenstreik, 

1930 

に
據
る
。

ノ
近
き
夺
來
に
獨
逸
人
ロ
が
停
滯
乃
至
減
巡
の
運
命
に
在
る
こ
と
は
、
同
國
の
出
産
率
の
驚
く
べ
き
減
退
か
ら
推
し
て
明
か
で
あ
る
。

勿
命
人
口
の
咐
減
を
決
李
f

の
は
、
移
他
來
住
を
別
と
す
れ
ば
、i

對
死
亡
.の
比
、
即
ち
慕
抱
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
後 

M

述
ぶ
る
が
如
く
、
死

亡

を

決

定

す

盏

大

要

素

は

麗

I

康
よ
り
は
寧
ろ
人
口
の
雄
齡
構
成
、
即
ち
所
謂
人
口
ビ
ラ
、、

「

ッ
’ド
の
型 

.
態
に
依
f

の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
最
大
要
_
は
出
I

と
v>
ふ
事
に
な
る
。
今
婚
姻
一
當
り
の
.

1
數
を
觅
れ
ば
、

■

ニ
‘
.八
七
一
丨
八
〇

一
八
八
一
ー
九
〇

一
八
九
工
九
〇

〇

ニ

九

〇

ー

丄

三

一

九

一

九

丄

一

八

.一九
二
九 

:

四
 

i

 

.

.

.
四
•
七
.

:

:

 

' 四
•
四

-

.

•

.

四
•〇
 

ニ
ニ
 

'

T
九

.
而
も
他
方
人
口
の
自
然
靖
加
は
|

も
_

四
十
f

超
え
て
ゐ
る
。
こ
の
一
見
矛
盾
と
映
ず
る
も
の
は
、
實
は
人
口
の
平
齡
別
镪 

.
成

惡

く

も

賓

1
1

.

11

屢

照

)

、
■

獨
逸
人
ロ
|

て
は
幼
年
及
び
韋
階
級
に
比
し
て
装
I

が
I

に
多
い
。 

と
が
爲
に
婚
姻
一
當
りQ

小
兒
數
は
少
く
と
も
、
そ
Q

_
は
此
較
的
に
大
で
f

、
反
之
、
死

亡

率

は

比

繫

段

い

。
竞
し
死
亡
率

人
|3
诚

退
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そ
の
經
濟
的
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~
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0

 

.
は
i
年
及
び
幼
年
特
に
乳
兒
階
級
に
於
て
最
も
高
い
の
を
常
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
.現
在
の
獨
逸
人
口
はI

見
迤
だ
有
利
な
狀
ri 

に
在
る
が
、
-こ
の
有
利
は
決
し
て
永
續
し
得
る
も
の
で
は
な
い
'0
何
と
な
れ
ば
、
Q

〕

現
在
の
'小

兒

が

結

婚/-
ヰ
齡
に
迄
成
長
し
た
腺
き 

に
.は
當
然
結
姘
率
は
低
下
す
べ
き
辔
で
あ
り
、(

一一.

)

現
在
の
，.壯
年
階
級
が
老
年
階
級
と
な
る
騰
き
に
は
、
死
亡
率
は
高
ま
る
赞
だ
か
ら 

で
あ
る
。
即
ち
人
口
咐
加
に
取
て
不
利
な 
一
g

仲
が
作
用
し
始
め
れ
ば
、
現
在
に
；於
け
る
が
如
き
自
然
玢
加
は
到
底
望
み
得
：る
も
の
で

4
5
*̂

y ^
o

:

 

•
 

*
.

右
の
.如
く
、’
現
在
の
低
出
生
率
を
以
て
す
れ
ば
、
，近

き

將

來

に

約

十

年

以

內

に

^

__

結
嫩
率
の
做
下
し
始
め
る
こ
と
は
確
實
で 

あ
る
が
、
併
し
結
婚
率
の
低
下
は
必
ず
し
も
出
坐
率
の
低
下
を
來
す
と
は
限
ら
な
い
。
港
し
夫
婦
間
の
產
兒
率(

F
r
u
c
h
t
b
a
r
k
e
i
t
)

が
增 

加
す
る
な
ら
ば
、
結
婚
率
の
您
下
も
之
に
依
っ
て
相
殺
さ
れ
る
窖
で
あ
る
。
然
ら
ば
獨
逸
人
口
に
こ
の
期
待
を
懸
け
得
る
で
あ
ら
ぅ
か
。 

最
近
の
數
字
は
之
を
否
{几
す
る
。

一

九

〇

一

:

T

九
ニ
六 

ー
九
ー
5

.

:

ー
.
九
ー
ー
八 

一

九

二

九 

.

四

•
四

： 

二

•
五

.

、

，

ニ

•

一

七

 

ニ 

•
◦ニ

T
九
四 

即
ち
產
兒
率
は
年
と
共
に
減
少
し
來
っ
た
。
と
の
趨
勢
が
砰
び
逆
行
す
る
と
は
、
少
く
も
近
い
將
來
に
對
し
て
は
希
望
し
得
な
い
で 

あ
ら
ぅ
。
而
も
蒞
し
斯
か
る
出
生
率
低
下
の
最
大
原
因
が
、
私
の
信
ず
る
が
如
く
、
畢
竟
自
然
の
枸
來
を
離
脫
せ
ん
と
す
る
人
類
の
解

放
遝
動
、換
言
す
れ
ば
一
種
の
文
化
現
象
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
右
の
趨
勢
は
今
後
如
何
な
る
政
敗
形
態
、
如
何
な
る
經
濟
紕
職
の
澍 

さ
れ
や
う
と
.も

、
.必

ず

消
滅
す
る#,
:
は
^
ぃ
で
2 >
'
ら
ぅ
0
.力
1

ン
は
EI
.く
--
)Wi

r
d

 sie (Frulhtbarkeit 
ノ.
s
t
a
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e
n
,
. 

wird. 

s
i

e f
a
n
s
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D
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F
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s
c
h
i
c
k
s
a
K
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a
g
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w
e
lt. 
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w
i
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w
a
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A
l
o
r
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i
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a
b
r
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scheinlichkeit 

—
so 

scheint 

i
i
s
p
r
r
h
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eher 

ftir 

einen 

I

i

 R
l
i
c
k
g
a
n
g
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fUr 
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s
i
t
a
n
d
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g
e
s
t
i
g
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d
e
n
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fiir ein 
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i
n
d
e
s
t
e
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fiir 

die 

n
a
h
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z
u
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u
n
f
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a
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〇
.S. 

100)

斯
く
て
將
來
に
於
け
る
婚
姻
率
、
延
い
て
は
出
生
率
の
減
退
は
2

ベ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
之
に
對
し
て
將
來
の
死
亡
率
は

旣
述
の
如
く
篇
高
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
狀
■

在
る
。
雪

の

糧

を

見

れ

ば

、
麗

人

ロ

S

死

亡

率

は

言

紀

暮

菜

著

し

い

低
下
を
示
し
た
。
即
ち
常
時
の
千
に
つ
き
二
十
ニ
か
ら
、
約
十
二
に
激
減
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
の
一
部
は
、
勿
論
健
康
狀
態
の 

霞
に
在
る
事
は
疑
へ
な
い
が
、(

平
均
生
命
一
九
0

T

一
 

〇

に
四
六
*
五

八

年

、

一
九
二
四
丨
ニ
六
ハ
牛
に
は
五
七
•
三

命

〕

併
し
こ

の
原
因
は
決
し
て
1|
|
:人
の
想
像
す
る
が
如
き
程
度 

の
も
の
で
は
な
い
。
社
會
衞
坐
や
醫
學
が
如
何
に 

發
達
し
て
も
、
そ
れ
の
み
で
斯
か
る
短
時
日
内
に 

右
の
如
き
死
亡
率
低
下
は
到
，底
實
現
し
得
る
も
の 

で
は
な
い
。
即
ち
最
m
要
な
原
因
は
、
唯
だ
人
口 ■ 

の
年
齡
別
權
成
.の
變
化
に
求
め
ぅ
る
.の
で
あ
る
0 

即
ち
上
に
揭
ぐ
る
.、
異
る
ニ
つ
の
時
期(

上
部1
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そ
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意
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ニ
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八

C
.
i

八
§

ミ
ッ
ド
型
態
は
、
ょ
く
こ
の
間
の
消
息
を
說
明
す
る
で
あ
ら
ぅ
。(

縱
軸
は
年
齡
、
横
軸
は
百
分
比
を
示
す〕

0 

即
ち
：！
渚
の
比
較
か
ら
、
死
亡
率
の
高
か
つ
た
戰
前
.の
人
口
に
在
て
は
幼
年
及
び
老
年
の
階
級
の
み
め
る
割
合
が
多
く
、
死
：亡
率
の 

低
下
し
た
今m

の
人
口
に
於
て
は
そ
の
割
合
が
彼
だ
減
少
し
て
ゐ
る
琪
が
判
る
。
.然
る
に
こ
の
'布
利
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
型
は
、
麾
も
永
續 

性
を
布
す
る
も
.の
で
な
く
、
後
に
記
す
が
如
く
、
早
晩
所
謂
顚
倒
型
に
變
化
す
る
必
然
性
を
冇
す
る
以
上
、
そ
の
_
に
は
假
令
幼
ハ
半
階 

級

(0
.
.死
亡
率
は
減
少
し
て
も
、
老
苹
階
級
の
そ
れ
が
激
咐
し
、
結
局
今
：

=

の
低
死
亡
率
は
极
本
的
に
破
壤
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ 

る
。
之
は
识
に
避
く
べ
か
ら
ざ
る
因
见
關
係
で
あ
つ
て
、
假
令
今
後
如
何
に
醫
學
及
び
衞
生
が
普
及
發
速
し
て
も
、
之
を
相
殺
す
る
都 

は
不
可
能
で
あ
ら
ぅ
。

お
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
依
つ
て
、
獨
逸
人
口
の
出
生
率
は
今
後
も
益
々
低
下
し
、
反
之
死
亡
率
は
平
晚
高
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
寧
が 

明
か
で
あ
る
か
ら
、
從
..つ
て
何
ロ
か
は
出
坐
肋
線
と
死
亡
肋
線
と
が
交
錯
し
、
そ
の
時
に
は
自
然
增
加
は
零
と
，な

り

、
.そ

の

以
後
は
苹 

々
死
亡
が
出
坐
を
超
過
し
て
人
ロ
の
絕
對
的
減
少
を
來
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

- 

布
に
述
べ
'^
と
こ
ろ
か
ら
、
獨
逸
人
口
が
將
來
絕
對
的
に
減
少
す
る
に
至
る
運
命
に
あ
る
事
は
爭
へ
な
い
が
、
併
し
そ
の
時
期
と
程 

11
と
を
豫
言
す
る
：藥
は
素
ょ
0
闲
雞
で
あ
る
0
事
實
こ
れ
に
關
す
る
幾
多
の
硏
究
も
、
何
れ
も
7/
*
;ひ
に
可
成
D
の
相
違
を
示
し
て
ゐ
る
。 

こ
れ
は
斯
か
る
豫
測
が
、
何
れ
も
衽
意
な
假
觉
的
前
提
か
ら
出
發
し
た
計
箅
に
戡
い
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
私
が
特
に
力
ー
ン
の
計
览 

に
，據
つ
た
现
⑴
は
、
策
一
に
材
料
の
數
字
が
砹
近
の
分
を
含
ん
で
ゐ
る
こ
と
、
第
一
一
に
、
そ
の
推
論
が
最
も
合
现
的
と
忠
は
れ
る
か
ら 

.で
あ
る
。
：勿
論
彼
の
訐
笕
が
相
常
の
獨
斷
を
含
儿
で
ゐ
る
こ
と
は
、
彼
c

t
認

め

て

ゐ

る

。

唯.&
れ

に

侬

つ

て

大

體

の

傾

向

を

知

る

部

IK5|

K

E

S

-

1

1

■1|

I

を
以
て
滿
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

皮
は
推
論
の
茈
礎
と
し
て
次
の
四
つ
の
假
宛
を
立
て
た
。
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I
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ハ
キ
平
均
ー
一
四
一
ー
、
〇

〇

〇

|

ノ
す
る
。

(

I

往

の

類

5

り
の
小
I

I

•九
四
は
、
.一•九
五
〇
丨
五
四
I

に
漸
f

平
均 
一
•
五
に
低
下
し
、
以
後
は
同
率
を
伐
つ
。 

(

晕

I

命
は
l

i

.

f、
規
在
5

奮

字

I

死
亡
率
は
次
の
二
十
I

I

ー

琶

、
他
の
I

I

の
死
亡
率

は
次
の
四
十
羅
即
に
ニ
■〇
％
だ
け
減
少
す
る
。

(

1̂
\
多
俾
と
來
從
と
は
相
7/
;
に
相
殺
さ
れ
る
0 

.

こ
の
假
n

m

す
れ
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、

一
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一
O
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九
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璧
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g
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な
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o
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以
上
は
獨
逸
に
就
5

ベ
た
も
Q

S
る
が
、
旣
に
記
し
た
通
り
、
人

口
增
加
率Q

減

退

は

決

し

て

證Q

み
に
限
ら
れ
る
も
の
で 

は
な
く
、
，實
は
始
ど
凡
ゆ
る
文
明
國
に
共
通
の
事
實
な
の
で
あ
る
。
殊
に
怫
蘭
.西
は
こ
の
點
に
於
て
遙
か
に
他
の
諸
國
に
先
じ
て
ゐ
る
A 

今
、
英
、
怫
、
獨
三
ケ
國
の
最
近
數
/*
牛
間
の
數
字
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
、(

人
ロ
千
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〇
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打
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^

23
22
21
20
19
犯

17
16
-.

5

份
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W 

为

10
0
0
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G 

5 

^

同
時
に
同
期
間
末
の
年
齡
別
權
成
の
變
化
は
、
次
圆
の
如
く
：
所
謂
顚
倒
型
と
な
つ
て
了
ふ
。



人

«
減

退

ミ

そ
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經
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意
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H
0

二 

(

：ー
 

八
0
6

即
ち
吾
國
は
別
と
し
て
、
英
佛
兆
に
獨
逸
ょ
り
も
人
口
稍
加
率
は
緩
漫
で
お
り
Y
篇
西
の
如
き
は
殆
ど
停
滯
狀
態
に
近
づ
い
て
ゐ 

る
の
で
あ
る
6

浩
し
獨
逸
に
就
て
行
つ
た
と
同
機
の
，計
箅
を
施
す
な
ら
ば
、
英
佛
共
に
早
晩
人
ロ
の
絕
對
的
減
少
を
來
す
に
至
る
こ
と 

は
言
ふ
迄
も
な
い
の
'で
あ
る
。

斯
く
て
將
來
に
於
け
る
人
口
の
停
滯
乃
至
減
退
が
避
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
依
つ
て
社
會
の
凡
ゅ
る
方
面
が
遊
だ 

S 1
大
な
影
響
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
は
明
か
で
あ
'る
。

蓋

し

從

來

，の
.社

會

は

常

に

增

加

的

人

口

の

上

に

立

ち

且

つ

こ

れ

を

前

提

に 

.し

.て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。三

人
口
減
退
の
經
濟
的
慧
義

(

A〕

人
口
と
經
濟
と
の
一
般
的
關
係
、
人
口
と
經
濟
と
の
關
係
は
ょ
り
昔
か
ら
.經
濟
學
漭
の
注
意
を
促
し
、
殊
に
マ
ル
サ
ス
に
依 

つ
て
こ
の
問
題
は
經
濟
學
上
の
一
大
宛
理
と
な
り
、
殆
ど
凡
ゅ
る
經
濟
學
說
が
こ
の
觉
理
の
上
に
立
つ
に
至
つ
た
。
田
く
、
地
代
論
、
 

日
く
'
賃
銀
論
、
等
々
。

然
る
に
ス
ル
サ
ス
說
は
言
ふ
迄
も
な
く
人
ロ
の
漸
次
的
壻
加
を
前
提
と
す
る
も
の
で
、
要
す
る
に
次
の
二
一
命
題
か
ら
出
發
し
て
ゐ
る 

の
で
あ
る
、(

一
X
 
ロ
は
必
然
生
活
資
料
に
依
つ
て
制
限
さ
れ
る
0(

5

人
ロ
は
、或
る
極
め
て
布
ヵ
明
甶
な
障
碍
に
依
つ
€
驵
止
さ
れ 

ぬ
限
り
、
生
沽
資
料
の
增
加
す
る
と
こ
ろ
に
は
必
ず
增
加
す
る
0
ー

0

是
等
の
障
碑
、
並
び
に
人
口
の
優
れ
た
カ
ハ
壻
殖
カ
¥

抑
鹏
し 

其
の
結
见
を
ば
坐
沽
資
料
と
同
一
の
水
準
に
保
持
す
る
と
こ
ろ
の
障
碍
は
、
凡
ベ
て
逍
德
的
抑
制
、
罪
惡
及
び
闲
窮
に
分
解
す
る
こ
と 

が
出
來
る
？
即
ち
マ
ル
サ
ス
は
、
人
口
の
梢
加
力
が
或
る
力
に
依
つ
て
阯
碍
さ
れ
る
こ
と
は
認
め
た
が
、
然
し
人
口
が
.生
活
資
料
以
下

に
ま
で
勝
少
す
る
と
ぼ
考
へ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
か
然
る
に
^
實
は
ど
ぅ
か
0
資
本
主
蓰
の
確
立
後
、念
速
度
を
以
て
揿
大
し
た
人
ロ
も 

I

丨 

一
\
0

〇
乃
至
.一
九
一
圆
华H

に
歐
洲
の
人
口
は
一
一
倍
以
上
に
達
し
た
|
緒
局
坐
活
資
料
の
驚
異
的
增
加
に
は
及
ば
な
か
つ
た
。 

而
も
最
近
に
至
つ
.て
は
生
活
資
料
の
增
加
に
反
し
て
人
口
は
停
滞
に
近
づ
き
、
近
き
將
來
に
は
絕
對
的
に
減
少
せ
ん
と
し
.て
ゐ
る
。
即 

ち
こ
のg

に
於
て
マ
ル
サ
スQ

所
說
は
：止
し
く
な
か
つ
た
と
言
へ
.る
？
遠
い
過
去
の
社
#
に
於
て
は
、
囊
マ
ル
サ
ス
の
說
く
が
如
く
、 

人
口
^
银
沽
資
料
の
枸
來
を
脫
し
得
ら
れ
な
か
つ
た
、
人
口
は
經
濟
に
從
愿
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
今
日
の
人
ロ
神
刘
ブ
減
汇 

の
中
心
的
原
因
が
人
問
の
一
定
の
、
回
的
意
識
的
の
意
志
の
發
動
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
バ
乂
明
の
巡
步
と
共
に
人
ロ
と
經
^
と
の
は
の 

從
來
の
必
然
的
關
係
の
漸
次
雜
弱
と
な
つ
て
來
る
の
は
、
藍
し
當
然
の
奪
あ
る
。
然
し
兩
器
の
一
般
的
_
係
は
次
第
に
籠
と
な
る 

と
し
て
も
、
換
言
す
れ
ば
、
人
口
靖
■加
率
は
經
濟
發
達
と
_
れ
て
益
々
獨
向
の
傾
向
を
迪
る
と
し
て
も
、
人
口
動
態
そ
の
も
の
が
齡
濟 

の
制
約
を
全
く
脱
し
得
な
い
事
は
、
婚
姻
率
と
叢
と
の
關
係
を
.見
た
V
け
で
も
明
か
に
認
め
ぅ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
然
し
こ
、
で
⑴ 

題
と
す
る
の
は
、
人
口 e

然
%
加
の
減
退
、
.即
ち
出
生
の
死
亡
超
_

の
減
‘退
で
あ
つ
て
、
こ
のS

は

必

ず

し

も

婚

她

率

の

^
減
と 

世
人
の
信
ず
る
が
如
き
密
接
な
因
见
關
係
を
有
1
な
く
な
つ
た
の
で
あ
る
4
換
言
す
れ
ば
、
假
令
婚
姻
率
ぱ
咐
如
し
て
も
H
4

率
は
そ 

れ
に
伴
つ
て
增
加
は
し
な
い
。
然
も
景
氣
と
婚
姻
率
と
の
因
报
關
係
は
單
に
周
期
變
励
の
圈
內
に
認
め
ら
れ
る
の
み
で
、
長
期
變
動
に 

於
て
は
寧
ろ
反
對
的
方
向
を
取
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
婚
姻
率
は
好
景
氣
の
際
に
增
加
す
る
事
は
事
實
で
あ
る
が
、
長
期 

的
に
觀
察
す
れ
ば
、
.
一
方
に
於
て
經
篇
動
が
永
續
的
に
上
界
し
乍
ら
、
婚
姻
率
は
寧
ろ
低
下
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
斯

く
て
經
濟
の
人
口
に
及
ぼ
す
影
響
は
一
層
澉
弱
と
な
.ら
ざ
る
を
得
な
い
。

人
ロ
诚
退V

そ
の
經
濟
的
意
義
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人
口
诚
f

そ
の
經
濟
的
裏 

.

三
〇
四

C
1

八
1
0

)

I

 

.

一
般̂
^

氣
が
人
ロ
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
斯
く
の
如
く
次
第
に
減
少
じ
來
つ
た
が
、
こ
の
事
は
、
農
業
か
ら
商
工
業
へ
の
推
移
に
ょ
つ 

I

 

て
ー
麼
助
長
さ
れ
る
。

ー
國
經
濟
.
が
主
と
し
て
農
業
に
立
脚
す
る
場
合
.に
は
、
收
權
ft
及
び
穀
物
愤
格
の
！̂
動
は
可
成
'
0
度
接
的
に
人 

| 

:
ロ
の
上
に
作
用
す
る
が
、
商H

業
國
に
於
て
は
と
の
種
の
因
#
關
係
は
複
雜
多
岐
と
な
り
、
從
つ
て
遊
だ
Hi

]
接
的
な
も
の
に
な
つ
て
了

ふ
。

：

.1 

然
し
资
本
主
義
の
現
在
造
の
飛
躍
的
發
達
が
、
軍
に
資
本
の
增
大
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
人
ロ
の
大
咐
加
を
必
耍
と
し
た
琪
は
维

.へ
な5

。

蓋
し-

K

な
る
人
口
は
、

ー
方
に
於
て
安
價
な
勞
働
カ
を
供
給
し
、
-他
方
に
.於

て

坐

產

物

.の
販
路
を
擴
大
せ
し
め
た
か
ら
で
あ

. 

る
。
然
し
资
本
生
義
は
こ
の
人
口
！p

加
を
，：

s
己
の
發
M
に
.は
遺
憾
な
く
利
用
し
た
が
、
そ
れ
に
依
て
得
た
利
益
を
必
ず
し
も
彼
事
に
分
.

配
は
し
な
か
つ
た
。
資
本
主
義
の
澈
し
た
巨
大
な
生
産
力
は
一
部
の
階
級
に
操
斷
さ
れ
て
、
社
#
の
大
衆
は
依
然
と
し
て
貧
雨
の
境
を

脫
し
得
ら
れ
な
い
。

マ
ル
ク
ス
は
こ
の
原
因
を
資
本
制
生
產
方
法
に
於
け
る
資
本
の
荷
機
的
組
成
に
求
め
た
。
即
ち
彼
に
從
へ
ば
、
.生

、
 

產
技
術
の
進
步
と
共
.に
不
變
資
本(

原
料
、
機
械
等
に
毀
さ
れ
る
分)

は
相
對
的
に
增
加
し
.、
可
變
資
本(

勞
働
雇
俯
に
費
さ
れ
る
S

は

相
對
的
に
減
少
す
る
か
ら
、
勞
働
諸
の
就
職
機
會
は
次
第
に
減
少
し
、
所
謂
議
豫
備
軍
な
る
失
業
客
の
群
が
漸
次
に
襲

さ

れ

て

行

く
の
で
あ
る
。
故
に
人
口
！p

加
は
、
資
本
主
義
の
發
達
に
不
可
缺
で
は
あ
り
乍
ら
、
增
加
人
口
そ
.の
.も
の
は
益
々
大
な
る
部
分
が
過
剩

人
口
た
る
べ
き
運
命
に
在
る
と
言
へ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
は
、
假
令
意
識
的
人
ロ
制
限
は
幾
分
右
の
過
剩
人
ロ
菴
镄
の
趨

-一
 

勢
を
緩
慢
な
ら
し
め
る
と
し
て
も
、
全
く
過
剩
人
口
を
一
掃
す
る
寒
は
出
來
な
い
か
ら
、
人
口
と
經
濟
と
の
關
係
は
依
然
密
接
に
結
び 

1 

つ

い

て

ゐ

る

と

言

つ

て

ょ

知

ら

ぅ

。

ダ

.(

B)

國
I

濟
機
f

及
ぼ
す
影
響
。
人
口
減
退
の
影
響
が
f

_

的
に
現
は
れ
る
の
は
霞
市
場
で
あ
I

何
と
な
れ
ば 

|

働
能
率
を
•一
 

定
と
す
れ
ば
、
勞
働
力
は
人
口
の
I

見
I

I

g
c
v
w

勞
J

格
は
上
進
す
る
。
こ
れ
は
後
に
述
ぶ
る
資
本
羃
の
墙
大
と
相
仗
つ
て
必
I

力

け

和

ィ

只

I

ィ 

I

且
つ
S

I

し
め
、
同
時
I

人
勞
働
Q

5
を

霊

す

る

が

、
後
f

 

を 

一
I

#
す
る
て
あ
ら
う

久

下

象

の

I

を

ー
幣
し
や
う
。
;

i

l

l

《

1

§

ち
！

太

f

i

ハ
ナ
墓
ま
で
の
人
口
階 

，
勞
働
市
場
を
論
ず
る
場
合
に
は
、
人
口
の
.う
ち
勞
f

n

n

f

s

m

 

:
 

k
 

4

W

$

、I

,乂 

縱
だ
け
が
I

で
あ
る
。
併
し
こ
の
，勞
働
可
能
人
口
の
う
ち
、
家
庭
に
在
る
主
婦
、
娘

は

齡

、
そ
れ
以
外
に
一
"
一
る
1

の
|

ュ、
り 

び
失
業
f

現
實
に
は
營
利
に
從
事
し
て
は
ゐ
な
い
。
乍
併
、
彼

等

は

假

令

现

对

は

營

羽

裒

に

賢

し
て
ゐ
/
ぃ
と
し
て
1

、"
い 

に

管

れ

、
ぱ
營
利
行
爲
に
移
り
う
る
可
能
牲
を
具
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
今
_

半
齡
階
級
鼸
數
の
時
出
的
變
ィ
I

 

I

言

。
書

t

 

£

1

1
复

i

も
l

i

i

す
る
_

1

|

|

入〕

I I
e'
-
l

 

i

s

i

 

_

 

_

”
之
に
ょ
れ
ば1

九
二 

I

か
ら
一
九
三
〇
年

管

約

f

ハ
十
萬
を
增
加
し
I

働
可
能
人
口
は
、
次
の
五
年
盟
却
つ
て
三
十
萬 

だ
け
我
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
直
ち
に
、
現
在
の
莫
大
真
業
I

I

I

な
影
f

興

.へ
る
。
：I

失
業
な
る
現
象
は
、 

佩
し
て
人
n

s
に
ょ
つ
て
Q

f
 
f

れ
f

.の
で
I

い
。
否
、
人
口
S

加
し
乍
ら
而
も
緣
力
に
不
见
|

げ
る
こ
と
は
、

パ

人
？
铖
管
そ
の
籲
浒
的
意
義 

一S

五

(

フ

ニ

〕
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人
：3
減
退
ミ
そ
の
辍
濟
的
窩
_ 
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K

 

a

/\
M

n 

景
氣
變
励

の
歷
史
に
於
て
屢
々
ii
IM
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
.失
業
の
眞
の
原
因
は
、
人
ロ
增
減
の
側
に
在
る
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
说
在 

の
産
業
組
織
の
側
に
求

む

べ
き
で
あ
る
P
.旣
に
連
ベ
た
通
り
即
ち
マ
ル
ク
ス
の
所
！|

資
本
の
■有
機
的
紺
成
に
菡
く
資
本
對
勞
働
の
不
均 

衡
と
そ
、
.失
業
の
永
久
的
原
因
で
あ
づ
て
、
假
令
ー.

時
的
に
は
景
氣
の
上
#
に
ょ
つ
て
，失

業

の

消

滅

す

る

こ

と

が

あ

る

と

し

.て

も

、

そ
 

れ
は
常
に
一
，
時
的
に
留
ま
る
の
で
あ
る
？
人
ロ
が
減
退
す
れ
ば
蓝
ち
に
失
業
問
題
が
解
^
さ
れ
る
と
|1
1
心.ふ
の
は
.こ
の
上
も
な
く
皮
相
な 

觀
察
で
あ
る
。
後
に
述
ぺ
る
や
う
に
人
口
減
退
は
肢

則

と
し
て
資
本
の
供
給
を
增
加
す
る
か
ら
、
，産
業
は
益
々
集
約
的
に
行
は
れ
る
で 

.
あ
ら
う
。
然
ら
ば
资
本
の
荷
機
的
飢
成
に
於
け
る
不
變
資
木
の
割
合
は
益
々
增
加
す
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
假
令
勞
働
力
の
供
給
は
減
少 

し
て
も
、
失
業
の
問
題
は
決
し
て
极
本
的
に
は
解
決
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。■
換
言
す
れ
ば
資
本
主
義
と
失
業
と
は
、
如
何
な
る
時
代
に 

-至
つ
.て
も
必
然
的
聯
關
を
失
ふ
鄯
は
な
い
辔
で
あ
る
。

J

乍

併

、

人

口

減

退

が

、

失

業

問

題

を

根

本

的

に

は

解

決

し

得

な

い

と

し

て

も

、

少

く

も

熒

働

密

に

取

っ

て

有

利

な

効

艰

を

與

へ

る

こ
 

と

は

否

宛

し

得

な

い

で

あ

ら

う

。

力

.
丨

ン

は

現

在

の

乾

業

發

達

の

趨

勢

か

ら

す

れ

ば

、

一

九

三

五

年

に

至

る

五

苹

11
1
)

に

獨

逸

に

於

て

ニ
 

百

五

十

萬

だ

け

多

く

の

勞

働

諧

が

必

耍

に

な

.
る

と

言

っ

た

a

若

し

之

を

鄯

實

と

す

れ

ば

、

假

令

現

在

の

經

濟

危

機

が

そ

の

時

ま

で

持

續
 

し

て

も

、

現

在

四

西

萬

を

超

え

る

獨

逸

失

業

素

群

は

そ

れ

丈

け

減

少

す

る

こ

と

に

な

る

し

、

又

假

令

そ

の

間

に

產

業

の

機

械

化

が

增

進
 

す

る

と

し

て

も

恐

ら

く

失

業

#

の

.數

は

少

か

ら

ず

減

少

す

る

で

あ

ら

う

。

人

ロ

減

退

が

失

業

.そ

の

，、も

の

を

解

決

し

得

众

ぃ

け

れ

ど

も

、

こ

れ

を

有

利

に

轉

向

せ

し

め

る

倾

き

あ

る

こ

と

は

右

の

如

く

で

あ

る

が

' 

こ

れ

よ

り

も

更

に

直

接

的

な

効

.果

は

勞

働

價

格

の

增

進

に

現

は

れ

る

で

あ

ら

う

。

こ

れ

は

旣

に

述

べ

た

や

う

に

、

人

口

減

返

に

よ

つ

て

ー
國
の
鹿
業
が
衰
抵
ず
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
他
の
察
^
.に
し
て
#-
し
き
^
り
、
勞
働
に
装
す
る
需
要
は
減
少
ず
る
こ
と
^
く 

反
时
に
人
ロ
減
退
は
直
ち
に
勞
働
カ
の
供
給
減
退
を
結
纸
す
る
か
ら
、
赞
質
賃
艱
も
亦
當
然
上
对
す
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
タ

.

’

論
他

の

_

が
現

f

等
し
4

1

1

5

。
旣
i

ベ
た
f

、

蒙

8

機
的
姐
成
そQ

も

の

が

當

義

化

す

翁

が

明

I

へ

j 

の
で
あ
る
。
唯
だ
私
は
こ
の
場
合
、
寧
ろ
賃
銀
の
騰
貴
が
資
本
蓄
積
の
增
大
と
相
俟
っ
て
資
本
の
有
機
的
紺
成
の
變
化
を
舻
戟
す
る
K 

一

I 

因
と
な
る
の
で
あ
る
と
思
ふ
。
そ
し
て
賃
銀
の
上
#
に
伸
ふ
ー
般
購
賀
カ
の
席
如
は
、
11
1
に
產
染
の
集
菸
化
を
»
有

な

ら

し

め

る

4 

_ 

米
合
衆
國
の
實
例
は
よ
く
こ
の
即
の
消
息
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。

| 

&

く

て

人

口

成

退

が

賃

銀

の

上
f

誘

致

す
る
と
す
れ
仗
、
こ
れ
は
必
ず
や
婦
人
勞

働

S

加
を
一
勝
助
長
す
る
で
あ
ら
う
。
I

,

.1

_ 

假
令
人

口

減

退

な

る

现
象
が
な

く

と

も

"

近

代

に

於

け
る

婦
人
勞
働
の
！
？
加
は
著
し
い
も
の
が
あ

る

。

仞
へ
ば
邡
逸
に
於
て 

一ノ
ノ

ニ

j 

戈

營

利

從

業

S

華

八

？

萬
の
中
婦
人
は
吾
六
S

I

っ
■
た

も

のが
、

一

九

ニ

羅

に

皇

千

ニ

昆

寧

吳

十

f

」

j 

J-M

め

る

墨

っ

た

。
即
ち
絕
對
的
に
は
勿
論
、
相
對
的
に
も
温
し
.來
っ
た
の
で
あ
.る
。
然
し
こ
の
_

は
、
人
口
減
I
に
よ
っ
て
必 

| 

ず
や
助
提
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

一
っ
に
は
高
S

の
誘
惑
に
よ
り
、

一
っ
に
は
減
少
的
勞
働
力
を
補
充
す
る
爲
に
。
大
戰
質
時
の
交
戰 

I 

國
に
特
に
婦
人
幣
働
の
激
飧
し
た
最
大
理
F-
f
lは
言
ふ
迄
も
な
く
こ
の
後
の
原
因
に
栽
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
婦
人
勞
働
の
坪
如
は 

; 

•必
然
產
兒
制
限
を一

曆
助
畏
.し
、
斯
く
て
出
坐
率
は
ー
曆
低
下
す
る
で
あ
ら
う
。

一
_ 

勞
働
力
の
減
退
を
資
.木
に
よ
っ
て
相
殺
し
得
な
い
場
合
に
は
、
不
足
の
.勞
働
力
は
當
然
人
ロ
增
加
國
か
ら
の
來
住
に
俟
っ
外
は
な
い
。

|

 

こ
の
，

s

は

旣

に

徽

西

.に
關
し
て
上
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ

る

。

'

:
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X

ロ
減
退W

そ
の
經
.濟
的
意
義 

三
〇
八

(

一
八
，1

G
 .

' 

.人

.ロ
減
返
が
必
然
資
本
(0
.增
大
を
招
致
す
る
^
は
上
に
.記
し
た
が
、
そ
れ
は
如
何
な
る
方
法
に
依
つ
て
V
あ
る
か
。
笫
一
に
小
兒
數

の
減
少
に
よ
る
養
商
费
の
節
約
を
擧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
獨
逸
統
計
局
.の
計
箅
に
據
れ
ば
、
年
收
三
千
乃
至
三
千
六
百
馬
克
の
一
一
西

.十
八
家
計
に
於
け
る
•小
兒
數
と
貯
蓄
の
割
合
は
次
の
如
く
で
あ
る
。®

位
馬

小

兒

ナ

ン

•
一
 

兒

ニ

.兒

ニ

一

一

.兒

.

四
丄
ハ
兒
：

八
一
、
四
〇

四
.一、一四
ニ
八
、三八
ニ
七
、

0

七

.
1

五
、
一
五

即
ち
小
兒
數
の
多
少
が
如
何
に
一
家
の
貯
蒂
を
左
右
す
る
か
は
之
に
依
つ
て
知
る
事
が
m
來
る
0
加
之
、
小
兒
な
き
家
庭
と
四
乃
至 

六
兒
を
有
す
る
家
庭
の
貯
蓄
差
額
が
僅
か
に
六
六
、
ニ
五
馬
苋
で
あ
る
以
上
、
こ
の
ニ
つ
の
家
庭
の
坐
沽
程
度
が
如
何
に
相
違
し
て
ゐ
る 

か
ぐ
^
る
。
蓋
し
力
ー
シ
に
從
ベ
ば
、

一
兒
の
養
W
費
.は
.一
三
0
乃
至
三
ニ 

◦
馬
克
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
小
兒
多
き
家
庵
は
.、 

彼
だ
し
き
程
度
に
组
活
標
準
を
低
下
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
辛
じ
て
右
の
貯
蓄
を
な
し
得
た
の
で
あ
る
。
人
ロ
減
退
に
恶
く
家
族
员
數 

..の
低
下
は
、
斯
く
生
活
標
準
を
高
め
る
で
あ
ら
ぅ
か
ら
、
貯
蓄
額
は
必
ず
し
も
そ
れ
に
相
當
し
て
增
加
し
な
い
事
は
袞
ふ
迄
も
な
い
が
、 

今
ニ
兒
の
家
庭
は
四
乃
至
六
兒
わ
そ
れ
よ
り
も
牢
十
五
馬
克
多
く
貯
蓄
し
ぅ
る
も
の
と
假
宛
す
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
つ
て
一
九
三
〇
ハ
牛
に 

は

.

i

九
一
三
年
に
比
し
て
一
一
億
五
千
萬
馬
党
を
、.

一

九
四
〇
年
に
は
四
億
馬
克
を
よ
り
多
く
貯
蔷
し
ぅ
る
普
で
あ
る
。
こ
の

小

兒

數

の

 

減
少
に
伴
ふ
養
育
费
の
低
下
に
加
ふ
る
に
、
更
に
婚
姻
率
の
減
少
に
伴
ふ
性
宅
建
築
費
の
莫
大
な
節
約
が
行
は
れ
る
で
あ
ら
ぅ
01

1
0 

乃
至
三
〇
歲
の
所
謂
婚
姻
平
齡
人
口
は
、
獨
逸
に
於
て
一
九
三
〇
/-
チ
に
は
で
一
ー
六
〇
萬
、

一

九
H

K
年」

1
1

三
七
萬
、1

九
四
〇
邮
九 

七
五
萬
、

一

九
五
〇
年

一

〇

::
s

、

V

九

六

艽

牢
.7
1

:

八
八
萬
と
逐
次
俾
下
す
る
§
0

0
新
娘
娴
が
住
宅
を
必
要
と
す
る
祺
は
言
ふ
迄

も
な
い
か
ら
、
如
上
の
倾
向
は
今
日
年
々
投
ぜ
ら
れ
る
三

十

數

億

馬

觉

の

住

宅

連

築

費

を

^

し

く

減

少

せ

し

め

る

で
あ
ら
う
。
發
等
の 

翦
愦
は
相
俟
っ
て
貯
蓄
の
%
加
を
促
す
が
、
併
し
同
時
に
人
口
の
年
齡
別
構
成
に
於
け
る
老
人
階
級
の
增
加
は
、

¥
金
及
び
養
老
费
を 

次
第
に
增
加
せ
し
め
て
、
前
客
よ
り
生
ず
る
資
本
蓄
猜
の
趨
勢
を
可
成
り
の
程
度
，に
減
殺
す
る
で
あ
ら
う
。
唯
だ
後
索
の
生
ず
る
の
は
、 

前

^

よ

り

も

一

時

代■だ
け
遲
れ
る
截
で
あ
る
か
ら
、
少
く
も
#
く
は
资
木
の
蓄
锁
は
增
火
す
る
一
方
で
あ
ら
う
。
斯
く
て
資
本
供
給
の 

增
大
は
當
然
利
率
の
低
下
を
來
す
か
ら
、
'賃
鈒
の
騰
貴
に
迪
く
组
産
上
の
不
利
は
、
有
機
的
組
成
に
於
け
る
不
變
資
本
の
E
大
な
抱
加 

に
よ
っ
て
減
殺
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
世
界
.の
半
面
に
於
て
進
行
す
る
依
然
た
る
人
ロ
增
加
は
、
そ
れ
ら
の
地
方
に
資
木
に
對 

す
る
需
要
の
增
火
を
來
す
か
ら
、
人
口
減
退
國
の
毁
富
な
資
本
は
楚
等
地
方
に
輸
出
さ
れ
て
"
そ
の
產
業
の
集
約
化
を
助
長
し
、
他
面 

,|;
|
國
は
债
權
國
と
し
て
の
地
位
を
確
立
保
持
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。

(

C)

世̂

經
濟
㈣

#

に
及
ぼ
す
影
響
。
上
に
述
べ
た
と
こ
ろ
は
主
と
し
て
一
國
の
經
濟
機
構
が
人
口
減
退
に
よ
り
て
蒙
る
こ
と
あ
、
 

る
べ
き
變
化
の
一
端

で

あ

る

が

、

併
し
現
在
の
如
く
各
國
の
經
濟
が
各
々
國
境
を
超
え
て
相
互
に
錯
綜
す
る
場
合
に
は
-
單
に
自
國
に 

及
ぼ
す
影
響
だ
け
を
觀
察
し
て
滿
足
す
る
翦
は
出
來
な
い
。
然
る
に
人
口
間
題
の
國
際
的
硏
究
に
於
て
第
一
.に
遭
遇
す
る
困
雛
は
、
國 

に
よ
る
そ
の
增
加
率
の
著
し
き
相
違
で
あ
る
。
然
も
今
H
正
確
な
人
口
統
計
は
單
に
歐
洲
、
北
米
及
び
濠
洲
>
ア
ジ
ア
と
の
一
部
に
於 

て
得
ら
れ
る
の
み
で
、
他
の
世
#
部
門
に
於
て
は
依
然
瞹
昧
を
極
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

.

北
米
合
衆
國
及
び
濠
洲
に
於
け
る
出
生
率(

人
口
千
に
付)

は

人
ね
減
退
^

そ
の
純
濟
的
意
義

.
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¥rtyt'4tî»
T̂̂
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人
ロ
減
沿V

;

そ
の
經
濟
的
意
義 

.
0 

ー
0

Q

八
一
六)

/
t
e 

/
度

一

九
ニ1!

.
ー
九
ニ
0 

!九
ニ
1 

I

九
ニ
ニ
一
九
二
三
一
九
二
四
！九

—.五

~九

ニ

六|

九

ニ

七一

九
ニ
八

濠
太

利

ニ

八

•ニー一

 
五
•
五
一
一
五
•
〇

一
一
四
•
七

ニ

三

•
八

ニ

三

•
ニ

 

ニ
ニ 
•
九

ニ

ニ 

•〇
ニ>
七ニー

.
三 

々
一
總
人
口 

I

 
ニ
三
•七ニ四

.
三

ー

三

.
五
：
ー
三
.四 

ーー?

六

ニ

ー

.四

ニ 

◦
•六

ニ

0
,六

—

氣

^

人

ロ

——

 

ーー¥

芄

ニ

四

•〇

ー
三
仝
ー
三
丄
ニ
ー
一 
•
ニ 

ニ
ー
-

ニ
〇
*
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ニ
〇
•
ニ 
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■
【

初

色

人

口

——
ニ
七
•〇

ニ
七
•九

ニ

六

•〇

ニ
六
•
三

ニ

七

•四

ニ

六

•七

ニ

六

•
ニ 

#
:
•〇

.

―

一
九t

一
六
平
の
米
國
の
死
亡
率
は1 

一t 

•ニ
で
あ
る
か
ら
、
出
张
超
.過
率
は
八•

四
で
あ
る
。
こ
れ
は
歐
洲
諸
國
に
比
し
て
殆
ど
大 

差
は
な
レ
。
然
も
北
米
及
び
濠
洲
に
於
げ
る
人
口
年
齡
柳
成
は
、
移
民
の
來
住
に
ょ
っ
て
茜
だ
布
利
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
小
兒
及 

び
老
年
の
階
級
に
比
し
て
沘
年
階
級
の
割
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
.で
若
し
今
後
移
民
制
限
が
嚴
IR
に
實
施
さ
れ
る
な
ら
.ば
I

I
合
衆
國 

に
於
け
る1

九
1
1
0年
の
第
一
四
半
期
の
移
^

ー
ー
八
、
0
八

四

に

對

し

て

、
一
九
三
一
ハ
キ
の
同

^
は
一
一
、
九
九
五
に
激
減
し
た
丨
常
然 

出
生
率
は
一
勝
低
下
し
死
亡
率
は
激
埒
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
即
ち
強
等
の
諸
國
は
早
晩
歐
洲
諸
國
と
軌
を
一
に
す
る
で
あ
ら
ぅ0 

.
之
に
反
し
て
H
本
、
支
那
、
英
領
印
度
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
チ
リ
ー
の
如
き
諸
國
は
毫
も
人
口
減
退
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
な
い
。
今 

n
木
の
數
字
を
擧
げ
る
な
ら
ば(

人
口
千
.に
付)
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•
ニ

然
ら
ば
日
木
そ
の
他
の
高
盟
率
國
は
近
い
將
來
に
人
口
增
加
率
の
減
退
を
規
は
し
始
め
る
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
は
寧
ろ
否
定
的
に 

答
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
0
何
と
な
れ
ば
第
一
に
楚
等
諸
國

の

，人
口
邮
齡
別
構
成
は
金

く

正
常
的
で
あ
り
、
從

つ
て
少
く

も

今
後
數
十
句
問 

は
婚
姻
數
は
漸
增
す
る
か
ら
、
異
常
な
避
細
熱
が
急
激
に
部
及
ぜ
ぬ
限
り
出
生
率
低
下
の
見
込
は
な

く

、

第
一
一
に
文
明
の
進
歩
に
伴
ふ 

衞
生
狀
態
の
改
善
は
勿
論
楚
等
諸
國
に
も
益
々
齊
及
す
る
で
あ
ら
う

か
ら
、
從
つ
て
死
亡
率
は
恐
ら
く
漸
減
す
る
と
思
は
れ
る
か
ら
で 

あ
る
。
即
ち
语
等
諸
國
に
於
け
る
所
謂
浪
费
的
人
ロ
動
態
即
ち
高
い
出
生
率
と
高
い
死
亡
率
は
次
第
に
改

#
さ

れ

て

、

高
い

a1
坐
率
と

ff
i

v>
死
亡
牵
が
行
は
れ
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
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6 

斯
く
論
じ
來
れ
ば
、

/]
>ノ
く
も
今
後
數
十
ハ
牛
.間
は
、
世
枞
の
一
半
に
於
て
は
人
口
は
停
滯
乃
至
減
少
し
、
他
の
一
半
に
於
て
は
益
々
增 

加
す
る
事
が
判
る
。
'こ
の
一1

つ
の
世
界
の
針
立
は
、
‘必
然
姐
大
な
る
結
^
を
來
さ
^
る
を
得
ま
い
。
今

日

旣

に

.佛

蘭

西

の

如

く

勞

働

カ 

の
不
足
を
他
國
ょ
り
の
來
住
に
俟
た
ね
ば
な
ら
ぬ
國
と
、
日
本
の
；如
く
過
度
の
人
口
.の
處
锃
に
窮
し
て
ゐ
る
國
と
が
、
同
じ
地
球
上
に 

#
在
し
て
ゐ
.る
。
そ
し
て
こ
の
對
立
が
今
後
益
々
激
化
さ
れ
ん
と
す
る
以
上
、
今
日
'の
國
際
的
均
衡
は
何
日
か
破
綻
す
べ
き
連
命
に
あ 

る
と
. 一

K

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

‘ 

上
述
の
琪
情
は
今
後
の
世
界
の
經
濟
機
權
に
如
何
な
る
影
響
を
與
へ
る
で
'あ
ら
う
か
。
豫
め
.注
意
し
て
瓰
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、 

經
濟
機
糨
そ
の
も
の
が
必
ず
し
も
人
ロ
だ
け
に
ょ
つ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
な
い
と
い
ふ
琪
で
あ
る
。
技
術
の
進
歩
、
對
外
政
策
の
變 

化
、
今
H
未
知
の
幾
多
要
素
の
川
現
等
は
必
然
今
後
の
經
濟
關
係
を
變
化
せ
し
め
る
。
故
に
本
論
文
に
於
て
は
容
易
に
豫
想
し
捋
な
い 

S

情
は
度
外
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

人
ロ
減
m
li
l

に
於
て
^

M
品

に
對
す
る
需
婴
の
內
容
が
變
化
し
そ
の
總
麗
の
減
ル
す
る
事
は
後
に
^
ベ
る
通
り
，で
あ
る
。

か
く
て
斯 

か
る
商

品

の
輸
入
は
當
然
減
少
す
る
。

人
口
減
退
は
必
然
勞
銀
の
騰
貴
を
來
す
け
れ
ど
も
*
他
方
地
代
と
利
子
の
低
下
を
伴
ふ
か
ら
、 

國
内
の
耕
作
が
助
長
さ
れ
て
一
曆
輸
入
を
縮
少
す
る
事
も
想
像
し
う
る
が
、
併
し
今
日
旣
に
殆
ど
收
權
遞
減
法
則
の
作
用
を
受
け
て
ゐ 

る
"K

等
諸
國
が
、
勞
働
力
の
安
憤
な
農
業
國
の
：競
#
に
堪
へ
る
邬
は
出
來
な
い
で
あ
ら
う
。
か
く
て
農
業
の
，中
心
は
人
口
が
增
加
し
乍 

ら
而
も
廣
大
な
土
地
を
冇
す
る
地
方
、
例
べ
ば
カ
ナ
ダ
、
南
米
#
に
依
然
と
し
て
留
ま
る
で
あ
ら
う
。
蓋
し
農
業
の
最
m

m
素
は
常
に 

土
地
と
勞
働
で
，あ
り
、
且
つ
第
三
の
要
素
た
る
資
本
は
歐
艰
の
安
價
な
資
本
の
輸
入
に
よ
O '
て
容
易
に
求
め
う
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し

人
口

成
遍li
t

に
於
け
る
輸
入
減
少
は
楚
等
農
業
國
に
遐
だ
し
き
不
利
を
及
ぼ
す
で
あ
ら
う
か
。
私
は
之
は
ニ
っ
ひ
极
據
か
ら
否
定
出
涞 

る
と

思
ふ
。
^
一
 

に
、
自
國
人
口
の
梢
加
に
よ
っ

V

國
内
市
場
が
擴
大
す
る
と
同
時
に
他
方
裳
の
半
分
は
依
然
人
口
が
温
す
る
か 

ら
、
_

地
方
へ
の
輸
出
が
增
加
す
る
で
あ
ら
う
。
第
二
に
、
歐
衆
の
安
價
な
資
本
の
輸
入
に
よ
っ
て
從
來
の
純
農
國
か
ら
工
業
國
へ 

の
轉
化
が

容
f

な
る
か
ら
で
あ
る
。

加
之
、
次
に
擧
げ
る
理
山
か
ら
、
人
口
減
議
に
對
す
る
原
料
品
■

出
が
必
ず
し
も
減
少
し

な
い
と
す
れ
ば
、
页
に
然
り
で
あ
る
。

 

.

然
ら
ば
何
故
に
人
口
減
嚣
に
於
て
原
料
品
の
輸
人
が
減
少
し
な
い
か
。
第
一
に
人
口
減
退
は
食
響

i

s
す
る
霞
を
減
少
せ

し 

め
る
が
、
工
業
製
ロ
ぼ
？

る
霞
を
減
少
せ
し
め
な
い
で
あ
ら
う
。
蓋
し
食
糧
.品
に
對
す
る
雪
は
主
と
し
て
合
數
に
よ
っ
て
狄 

定
さ
れ
I

反
し
、.H

業
製
品
にS

す
I

れ

は

寧

ろ

一

繁

費

力

に

よ

っ

て

I

裏
る
か
ら
で
あ
る
。
£

て
人
口
減
退
が
實 

質
賃
銀
I

尊

し

め

t

.と
に
よ
っ
て
一
般
の
購
買
力
を
墦
加
せ
し
め
る
傾
あ
I

ル
f

述
べ
た
。
生
貘
度
の
向
上
は
常
に
特 

に
工
業
製
沿
に
對
す
る
需
要
を
增
加
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
に

人

口

減

議

|

ず

皇

大

な

資

本

襲

は

直

ち

に

、
人
口
檢 

 ̂

ノ
て
資
本
に
不
足
を
來
す
國
々
に
放
出
さ
れ
る
が
、>

の

場

合

に

少

く

と

も

初

め

の

期

盟

は

、王
と
し
て
生
產

||
]

且
ハ
の
輸
出
と
い
ふ 

形
態
を
採
る
で

あ
ら
う
。こ
れ
が
襲
と
す
る
な

ら
ば
、人

ロ

減
退
國
に
於
て
工
業
は
依
然
霞
を
.持
續
し
、
#
っ
•て
そ
れ
に
要
す
る 

原
料
品
は
依
然
と
し
て
輸
入
さ
れ
る
と
い
ふ
寒
に
な
る
の
で
あ
る
。
唯
だ
こ
の
情
勢
は
必
ず
し
も
永
管
を
持
っ
て
は
私
ら
ぬ
人
口 

&
遍

が

入

口

減

退

！
！
の
安
價
I

本

と
I

の
安
惯
な
勞
働
と
に
よ
っ
て
工
業
的
に
：大
な
る
飛
躍
美
.げ
.

1
に
は
、
人

ロ

減

醫 

は
次
第
に
そ
の|

攀
に
歷
倒
さ
れ
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
併
し
安
價
な
勞
働
は
概
し
.て
低
級
な
.努
働
能
率
を
.意
味
す
る
と
す
れ
ば
’
人

人a

減
退I

の
經
濟
的
意
義
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r
坪
ヵ
隊
の

.エ
業
的

11
3
:1
は
萆
に
人
口
，

退
隊
に
於
け
る
工
業
の
.內
容
を
變
化
せ
し
め
る
に
止
ま
る
で
あ
ら
ぅ
。

即
ち
前
栽
に
於
て
は 

生
と
し
て
平
製
品
、
粗
製
品
が
、
後

當

於

て

は

主

と

し

て

高

級

愛

は

機

械

類

の

如

き

精

巧

品

が

工

業

の

中

心

.を
成
す

I

る
で
あ

ら
ラ

• 

.
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前
述
の
如
く
人
口
減
退
は
資
本
に
對
す
る
需
要
を
減
少
せ
し
め
る
と
共
に

そ
の
供
給
を
增
加
せ
.し
め
る

か

ら

、

利
率
は
漸
次
做
下
す

る
。
こ
れ
は
勿
論
鑛
力
Q

T

f
親

す

る

作

用

备

し

、
麵

は

意

に

機

械

f

れ

る

蕾

よ

っ
て
S

力
の
不
足
に
射
抗
し 

う
る
で
あ
ら
う
。
即

違

業

は

f

集
約
的
犇
は
れ
る
.事
に
I

。
f

こ
れ
に
よ
っ
て
喚
§

れ
る
資
本
霄

f

至

な

供

給

を
 

超
過
す
る
斯
は
な
い
で
f

う
か
ら
、：
資
本
は
結
局
外
國
*
就
中
人n

g

加
國
に
向
っ
て
輸
出
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
藍
し

n導
人

口

增 

力
に
は
一
ソ
に
か
て
は
人
口
%
ヵ
に
恶
い
て
資
本
の
蓄
稃
速
度
は
速
か
で
な
く
、
他
方
こ
の
增
加
人
口
を
支
持
す
る
爲
に
產
業
の

通
化

が
必
f

窘

か

ら

、
勢
ひ
人C

減
•湯

に

於

け

る

獲

I

蒙

I

助

摄

っ

證

t

 Q

で
I

。
こ

の

證

春

て

.北
米
合
衆
.

國
が
歐
洲
の
資
木
に
よ
っ
て
關
發
さ
れ
た
事
實
と
似
て
ゐ
る
。

唯
I

來
.に
於
け
る
斯
か
る

資
本
輸
出
は
、

次
第
に
政
治
的
意
義
を

失

っ
て
益
.々

純
經
濟
的
意
義
が
！
？
火
ナ
る
で
あ
ら
う
。

證
這
般
の
資
本
輸
出
は
、
上
記
の
如
く
债
務
國
の
讓
I

化
せ
し

め
る
か
ら
、

f

成
即
ち
人
n
減
■

の
輸
人
は
そ
れ
丈
け®

加
す
る
で
I

.
う
。
少
く
f

®

、國
か
らQ

商
品
輸
出
は
あ
る
程
度
ま
で
減
少
す

る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
が
行
は
れ
な
い
場
合
に
は
、
入
口
瑜
加
國
の
產
業
は
到
■

な
る
進
歩
を
遂
げ
得
な
い
零

1

C

力
く
て

人c

減

退

陣

は

驚

髮

パ

ラ

ン

ス

■に
於
て
不
利
と
な

.る
が
、
併
し
勿
論
こ
れ
は
幾
多
の
驚
外
の
受
取
勘
定
に
よ
つ
て
補 

f±
れ
る
で
あ
ち
う
。

次
に
勞
功
力
の
關
係
は
ど
う
な
る
.か
。
人
ロ
減
退
國
に
於
け
る
勞
働
カ
の
減
退
は
素
X 
P
常
然

の
結
來
で
あ
る
が
、
こ
の
不
利
は
既 

C
述
べ
た
や
う
に
、
勞
働
能
率
の
培
進
と
資
本S

梢
大
と
に
よ
つ
て
或
る
霞
ま
で
は
相
殺
さ
れ
る
。
即
ち
^
響
數
の
減
少
は
常
然 

賃
銀
の
騰
貴
を
促
し
、
こ
れ
に
悲
く
_

程
度
の
空
は
能
率
の
道
を
來
す
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
努
.働
力
の
不
足
が
或
る
■

ま 

で
m
は
れ
る
。
又
資
_

■

樊
は
當
然
機
械
の
採
用
を
容
髭
ら
し
め
、•
こ
れ
に
よ
っ
て
勞
繁
£

す
る
®

を
減
少
•せ
丨
め 

る
の
で
あ
る
。
素
よ
り
之
に
よ
っ
て
幾
何S

程
度
ま
で
等
働
力
を
排
除
し
う
る
か
は
、

一
に
將
來
に
於
け
る
技
術
の
進
步
に
よ
っ
て
汍 

定
さ
れ
る
。
併
し
.浩
し
技
術
方
面H

何
等
か
飛
躍
的
な
i

歩
が
行
は
れ
な
い
と
す
る
令
ば
、
.給
局
或
る
種
2
議

部

E

に
於
て
勞 

働
力
の
不
足
t
來
すS

は
止
む
を
得
ま
い
。
こQ

場
合
に
は
勿
論
他
の
人
口
靖
加
國
か
ら
の
來
啊
が
行
は
れ
る
。
こ
S

は

旣

に
 

佛
蘭
西
に
於
て
恶
し
い
程
度
に
行
は
れ
て
ゐ
る
、
即
ち
一
九
ニ
一 

年
■に
は
總
人
口
三
九
、
一
o
九
七
六
六
人
の
う
ち
外
險
人
は 

一

i
五 

O
、

四
t
也
人
、1

九
ニ
六
苹
に
は
總
人
口
四
〇
、
七
四
主
、
八
五
ー
人
の
う
ち
ー1、

四
九
八
、
ニ
三
〇
人

を

.1
?
め
て
ゐ
る
。
即
ち
お
期
問
! ̂

に
怫
麗
人
は
約
五
十
八
萬
六
千
人
為
加
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
反
之
外
國
人
は
約
九
十
五
离
人
を
咐
加
し
た
の
で
あ
る
。
而
も
进

等
外
國
努
鍵
齧
內
の
廳
エ
業
に
集
中
す
.る
場
合
に
は

-
德

西

H

於
て
は
旣
に
可
成
りC

霞

H

於
て
f

て

含

丨

隊

家
の
獨
立
と
い
ふ
見
地
か
ら
F1
1
々
し
い
問
題
と
な
つ
て
來
る
。
こ
の
點
こ
そ
人
口
減
退
.か
ら
生
じ
う
る
最
M;
の
あ
#
で

あ

つ

て

Z
を 

防

j!
*
す
る
が
爲
に
は
斯
か
る
興
分
子
の
双
^
.
を
必
要
と
し
な
い
程
度
の
技
術
の
宜
大
た
發
達
を
促
す
外
は
な
い
の
で
あ
る
然
ら
ざ
る 

場
合
に
は
、
第
一
に
國
防
の
强
闹
f

破
壊
し
、
同
時
に
一
國
の
文
化
の
純一.

性
を
傷
け
且
っ
文
化
の
程
度
そ
の
も
の
を
低
下
せ
し
め
る 

憂
ひ
が
I

の
で
あ
る
。
併
し
斯
か
る
影
響
は
主
と
し
て
經
濟
外
の
部
門
に
於
て
著
し
く
、
從
っ
て
問
題
を
雄
に
經
濟
部
門
に
限
る
な 

人
口
減
退
迖
そ
の
經
濟
的
窩
截 

5

五

(

一
八
5

〕



.

.人
：：！

減

f

そ
の
經
濟
的
意
義
. 

■

三

ー

六

(
.
1

八
一
.一
ニ〕 

ら
ば
、
外
國
勞
做
者
の
流
入
は
給
局
努
働
愤
格
の
低
落
と
國
內
市
場
の
獷
大
を
此
1̂

す
る
の
で
あ
る
0

人
ロ
曾
加
國
に
取
っ
て
は
、
莳 

か
る
自
己
人
口
の
販
け
ロ
を
地
球
上
の
各
地
に
有
す
る
こ
と
は
勿
論
有
利
で
あ
つ
て
、
こ
れ
が
爲
に
、
假
令
自
國
に
於
け
る
產
業
の
里 

ィ
.が

充

\
ノ
に
行
は
れ-^
^
つ
て
過
乘
人
じ
の
發
生
し
來
る
^
合
に
も
.
.此
處
.に
處
分
の
.途

を

求

め

得

る
で
あ
ら
ぅ
。

そ
し
て
そ
の
場
合
. 

に
は
、
令
H
合
衆
阈
そ
の
他
に
於
て
實
施
さ
れ
て
ゐ
る
移
民
制
限
は
、
假
令
全
部
撤
廢
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
恐
ら
く
は
湛
だ
し
S
 

度
に
緩
和
さ
; ^
f

思
は
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
今
日
の
移
溢
限
は
國
內
£

に
充
分
I

働
力
I

が
爲
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、 

ハ
伙
っ
て
.人
口
^
.退
：

ii

に
^
:
?
、て
努
侧
ヵQ

^
r

足
を％

0
げ

る
場
合
わ
は
、
事
情
が
異
つ
て
.來
る
か
ら
.で
あ
る
。
こQ

傾
向
は
今
日
の
合
衆
國 

と
佛
砌
西
と
の

移
^
に
對
す
る
異
つ
た
政
策
に
於
て
旣
に
觀
取
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

人
口
減
退
か
ら
^
下
る
勞
做
ヵ
の
不

足

と

資

本

襲

の
增
大
と
が
對
外
的
に
及
ぼ
す
影
響
は
略
々
右
の
如
く
で
あ
る
と
し
て
、
次
の 

"
題

は

取

が

る
^?y

ぎ
耍
素
及
び
l
m要
の
變
化
が
、
今
後
の
經
濟
組
織
そ
の
も
の
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
い
ふ
事
で
あ
るo 

观
在
人
ロ
.減
退
の
趨
勢
を
地
る
國
々
は
主
と
し
.て
エ
業
國
で
あ
り
、
そ
‘の
反
對
の
趨
勢
を
迎
る
國
々
は
概
し
て
農
業
國
で
あ
る
と
い
へ 

る

け

题

は

々

上

の

變

化

が

.こ
の
劉
立
を
將
來
も
可
能
な
ら
し
め
る
か
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
歐
洲
諸
國
は
今
後
も
工
業
國
と
し
て 

^
ま

り

ア
ジ
ア
南
米
等
.

G

諸
_
は
依
勝
農
業
國
と
し
て
贺
ま
る
で
あ
ら
ぅ
か
0
こ
れ
に
就
て
は
荷

力

な

學

背

の

間

に

金

く

輿

つ

た

一

1 

つ
意
見
が
行
は
尊
'て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
例
ぺ
ば
ゾ
ン
バ
：ル
ト
は人

！：！

減
退
は
結
局
歐
洲
を
農
業
國
に
還
元
す
る
傾
向
あ
り
と
論
じ
、
之 

に
仅
し
て
力
ー
ン
は
陣
扒
鹤
濟
に
於
け
る
農
業
の
汛
要
さ
は
漸
次
減
少
す
る
で
あ
ら
ぅ
と
ー
石
ふ
の
で
あ
る
。
ゾ
ン
バ
ル
ト
は
B
く

「

是 

等
の
半
資
木
主
義
的
地
方
ハ
人
口
增
加
國
：

> 

は
、
;1
£
と
し
て
自
己
€
、生

產

圯

具

を

自

已

の

カ

か

ら

製

造

し

、
從

っ

て
、短
い
過
度
坍
を
經
た

後
に

は

、

次
第
に
輸
入
を
斷
念
せ
ね

ば

な

ら

な

く

な

る

で

あ

ら

う

。

蓋
し
輸
入
さ
れ
る

虫
產
川
具
に
對
し
て
何
等
の
對
M
を

も

描
供
し 

得
な
く
な
る
か
ら
。
何
と
な
れ
ば
、
自
己
の
エ
業
を
逑
設
す
る
と
同
時
に
原
料
と
食
耀
=|{
|
1と
を
歐
洲
に
輸
出
す
る
諶
は
出
來
な
い
か
ら
。 

換
言
す
れ
ば
、
同
一
の
農
業
跋：

礎
の
上
に
、
農
業
と
工
業
即
ち
荷
機
的
生
產
と
無
機
的
坐
產
と
の
問
の
比
率
關
係
の
法
則
に
從
っ
て
、 

自
己
の
產
業
II
I
織
と
歐
羅
巴
式
產
業
紺
織
と
を
同
時
に
越
設
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
か
ら
。
併
し
菇
等
の
國
々
は
決
し
て
そ
の
農
業
基 

礎
を
擴
張
す
る
^
は
出
來
な
い
。
藍
し
過
度
に
集
約
的
と
な
っ
て
坐
產
费
が
闇
む
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
て
夢
資
木
、王
乳
ii(

人
C
減
退 

B

は
，：：：

己

2

1業

を

樊

す

る

_

に
迫
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
％
言

の

組

戀

態

に

於

け

る

樊

生

變

依

る

と

し

て

も

、

叉
は
農
業
人
口
の
割
合
の
增
加
に
依
る
と
し
て
も」

。：

ゾ
ン
バ
ル
ト
の
こ
の
說
は
、
私
の
上
に
述
べ
た
論
據
か
ら
否
究
し
得
る
、と
^
ふ
。 

人
ロ
增
叫
,1
!
が
何
等
の
對
價
を
も
提
供
し
得
な
い
か
ら
自
己
の
坐
產
州
具
を
自
己
の
カ
で
製
趙
す
る
と
い
ふ
議
論
は
何
等
の
必
然
性
を 

も
持
っ
て
ゐ
な
い
。
人
口
減
退
園
の
！P

大
的
資
本
は
就
中
生
產
州
其
の
形
態
に
於
て
®
等
の
國
々
に
輸
出
さ
れ
る
で
あ
ら
う
こ
と
、
從 

コ
て
そ
れ
て
要
す
る
原
料
品
は
依
然
こ
れ
ら
の
人
ロ
靖
加
國
か
ら
輸
出
さ
れ
る
で
あ
ら
う
翦
は
前
に
述
べ
た
。
加
之
、
人
ロ
減
退
國
が 

食
糧
品
全
部
の
輸
入
を
必
要
と
し
な
く
な
る
こ
と
も
考
へ
ら
れ
.な
い
：0
殊
に
食
糧
の
坐
產
は
最
も
多
く
土
地
と
風
土
と
の
倏
fl
に
支
配 

さ
.れ
、
或
る
種
類
の
耕
作
は
、
少
く
と
も
經
濟
的
兒
地
か
ら
は
、
或
る
.一
定
の
地
方
，で
し
か
行
は
れ
な
い
の
で
あ
る
。

.

.

.
JI
1
之
、
人
口
減
退
國
に
.於
け
る
.一
般
膦
買
力
の
增
進
は
、
益
々
高
等
食
物
に
對
す
る
需
要
を
増
加
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。
吾
國
に
於 

て
も
明
治
初
年
以
來人

！？

は
約
一
福
し
た
にS

し
て
米
穀

Q

S
は
そ
れ
以
上
に
温
し
た
。
而
も
明
治
三

か
ら

H
木
は
衆
輸 

入
國
と
な
っ
て
了
.っ
た
。
こ
れ
は
一
般
購
買
力
の
增
加
に
ょ
っ
て
國
民
が
下
等
穀
物
か
ら
上
等
穀
物
に
移
っ
て
來
た
か
ら
で
あ
る
。
然

人
ロ
減
沿
迖
そ
の
經
濟
的
意
蕺 

f

七

(
一

八
ニ
f
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人
口
減
退
I

の
經
濟
的
意
親 

コ

ニ

八

2

八
ニ
四)

ら
ば
人
ロ
減
退
國
に
於
け
る
農
_產
物
輸
入
は
、
徽
置
に
於
て
は
減
少
し
て
も
、惯
佌
に
於
て
は
必
ず
し
も
減
少
し
な
い
で
あ
ら
う
。
近
步

獨
逸
國
民
の
[{
|
]に
馬
鈴
薯
か
ら
小
麥
に
移
っ
て
行
く
傾
き
が
あ
る
が
、
こ
の
傾
向
は
今
後 

一
M
助
長
ざ
れ
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
人
ロ
咐

加
國
は
笫
ー
に
輸
入
の
對
價
に
窮
す
る
こ
と
も
な
く
、
第一

ー
に
自
己
の
カ
に
ょ
つ
て
均
己
の
生
產
州
具
を
產
出
す
る
こ
と
も
な
い
で
あ

ら
う
。
こ
の
.事
は
北
米
合
衆
國
の
發
達
過
程
の
如
實
に
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
國
は
久
し
く
農
業
國
と
し
て
發
達
し
來
っ
た
が
、
次

.第
に
歐
洲
S

木
■

肋
さ
れ
て
、

一
方H

於
て
は
近
代
的-

K

農

製

を

、
他

方

に

於

て

は

今

見

る

昊

なM

業
麗
を
確
立
し
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
資
本
輸
入
と
共
に
、
歐
洲
に
對
す
る
原
料
品
及
び
農
産
物
の
輸
出
は
念
激
に
增
加
し
て
行
っ
た
。
自
國
に
於

て
斯
く
の
如
く
工
業
が
大
進
歩
を
遂
げ
る
際
に
は
、
勿
論
莫
大
な
原
料
品
が
自
國
に
取
っ
て
必
耍
で
あ
る
事
は
勿
論
で
あ
る
が
、
而
も

次
表
に
示
す
が
如
く
、
工
業
の
發
達
が
同
時
に
、_

_

假
令
そ
の
率
ば
遞
減
的
で
あ
，る
と
し
て
も
、-

-
原
料
品
の
輸
出
り
咐
加
を
ネ
ふ

都
實
は
、
將
來
の
人
ロ
咐
加
國
を
豫
想
す
る
場
，合
に
布
力
な
暗
示
と
な
る
で
あ
ら
う
。
勿
論
そ
の
際
に
事
情
の
大
い
に
異
っ
て
來
る
事

は
言
ふ
迄
も
な
い
'0
蓋
し
從
來
の
合
衆
國
の
例
に
於
て
は
、
合
衆
國
.の
産
業
的
發
M
は
歐
洲
に
於
け
る
人
口
增
加
と
竝
進
し
來
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
故
に
蒞
し
歐
洲
に
於
て
其
時
旣
に
人
口
減
退
の
現
象
が
生
じ
て
焐
り
從
っ
て
庵
業
の
發
達
が
現
在
と
異

っ
て
ゐ
た
と
す
れ

ば
、右
の
靡
情
は
幾
分
變
化
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
而
も
旣
に
述
べ
た
通
り
、
人
口
減
退
必
ず
し
も
蓝
業
の
衰
退
を
伴
ふ
も
の
で
な
い
と

す
れ
ば
、
合
衆
國
の
實
例
は
原
則
的
に
は
將
來
の
人
口
減
退
國
に
當
嵌
ま
る
譯
で
あ
る
。
今
北
來
合
衆
國
の
輸
出
統
計
を
示
せ
ば(

單 

位
千
弗〕

1九I八I八
一〇一八一五 
九六八一八一 
一八六 
〇 五 〇

1

四
三
、
一
a:
六 

ニ
六
一
、
六
四
五 

五
五
四
、七
五
四

1

五
、三
三
七 

一
六
ニ
、七1

四 

一
五
五
、
八
ニ
八

九
、
ョ
一
七 

三
七
、〇
四
四 

ニ
四
九
、
一
三
四

二
八
、
六
〇
五 

1

一
五
、
七
四
七 

四
七
三
、八
九
〇

年
.

^

l
i

铢
品 

原
食
辙
品
加
ェ
食

|#
'
热

半

製

^

完
成
.品

一
九
一
三 

一
九
ニ
ー 

一
九
二
三 

一
九
ニ
五 

1

九
ニ
七 

一
九
.ニ
八 

1

九
一
一
九

七
四
〇
、
ニ
九
〇 

九

八
三
、
五
五
三 

一、ニ
〇

八
、四
六

八 

1
、
四
*
1三

、〇
五
八 

1、

一
九
i
v七
七
六 

一、ニ
九
三
、
ニ
五
七 

r

一
四
ニ、
三
五
四

一
八
一
、九
〇
七 

六
七
三
、三
三
四 

ニ
五
七
、四
七
八 

三
一
七
、
八
九
四 

四
ニ
ー
、
一
 

〇
七 

ニ
九
四
、
六
七
七 

ニ
六
九
、
五
九
〇

II
四
〇
八
、八
〇
七 

四
一
〇
、
|
六
七 

五
六
三
、七
一
八 

六
六1

、六
八
三 

六
九
九
、
七
ニ
七 

七1

六
、
三
五
ニ 

七u

九

、
〇

ニ
一
一

七
七
六
、
ニ
九
七 

一
、
六
ニ
六
、八
四
九 

1
、

四
七
七
、七
丑
九 

I
、

八
四
三
、
三
三
四 

一
、九
八
一
、九
五
五 

一r

ニ
六
〇
、〇
〇
H 

ニ
、五
三1

、

八
二
三

即
ち
お
表
に
據
れ
ば
、
工
業
の
飛
蹯
的
發
展
に
諶
く
完
成
品
の
輸
出
增
加
は
極
め
て
大
な
る
も
の
が
あ
る
が
、併
し
同
時
に
農
產
物
及 

び
.h
li
l

外
品
の
_
出
も
決
し
て
.少
く
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
し
て
モ
シ
べ
ル
ト
は
結
論
し
て
日

く

 

r

與
へ
ら
れ
た
前
提
i

西
歐 

に
於
け
る
減
退
的
人
ロ
と
增
大
的
资
本
蓄
積
、海
外
に
於
け
る
依
然
た
る
人
ロ
增
加
と
產
業
の
«
大
1

か
ら
は
、
世
界
經
濟
的
關
係
の 

衰
艮
.と
歐
洲
の
產
業
國
の
經
濟
的
自
給
自
足(wirtschaftliche 

.
A
u
t
a
r
k
i
e
)

の
增
加
を
想
像
す
る
何
等
の
論
據
.も
出
て
來
な
い
。
西
歐 

が
#
び
農
業
國
に
還
元
す
る
と
の
ゾ
ン
バ
ル
ト
說
も
事
實
と
相
容
れ
な
い
。
地
球
表
面
の
未
軿
地
の
開
拓
は
今
後
數
十
年
間
は
依
然
と
.

人
口
減
退w

そ
の
純
濟
的
意
義 

三

一

九

(
一

八
一一

五〕



'
合

減
f

そ
の
經
濟
的
裏 

r

 

1

0
 

(
一

八
ニ 
5
 

し
て
續
行
さ
れ
る
で
あ
ら
う
し
、
.且
つ
楚
等
新
耕
地
に
問
も
な
く
收
獲
遞
減
法
則
が
作
用
す
る
と
も
思
へ
な
い」

と
0
.併
し
彼
は
]1
1
に 

'r
け
て
r
ふ

「

抵
界
貿
易
に
於
け
る
歐
洲
淹
業
國
の
數

量

的

關

係

が恐
ら
く
減
少
す
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
事
は
、
人
ロ
咐
？=停

-1
?
の卜：；！ 

艰
と
し
て
起
り
う
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
且
つ
從
來
1L
I
:鋳

f

僅

か

し

か

參

加し
て
I

か

つ

た

國
々
が
將
來
大
な
る
程
度
に
於
て
巡 

は
し
て
來
る
爲
に
も
起
り
う
る
の
で
あ
る」

。
歐
洲
產
業
國
が
將
來
1{
L
'■

易
に
於
て
在
め
る
數
量
的
割
合
が
減
少
す
る
で
.•あ
ら
う
祺 

は
、

モ
ン
ベ
ル
ト
の
言
ふ
通
り
で
あ
る
と
し
て
も
、
.之
に
依
つ
て
直
ち
に
斯
か
る
人
口
減
退
國
の
貿
易
そ
の
も
の
が
減
返
す
る
と
は
考 

へ
ら
れ
な
.い
。
旣

に
述
べ
た
f

、
人
口
減
退
は
一
國
內
の
唐

曾

S

:
化
せ
し
め
、
粗
製
品
ょ
I

級
品
I

る
可
能
性
が
あ
る 

と
す
れ
ば
ノ
贸
易
に
於
け
る
S

I

卜
必
ず
し
も
實
質
的
低
下
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
ょ
し
實
質
的
に
低
下
す
る
と
し
て
も
、 

E
大
な
海
外
_

ょ
り
_

る
受
取
勘
定
は
こQ

不
利
を
相
殺
す
る
倾
向
を
持
つ
。

議

の

將

來

に

關

す

る

ゾ

ン

バ

ル

ト

說

S

く
反

S

立
場
に
あ
る
の
は

f

ン
で
I

。
彼

は

人

口

減

退

の

繁

と

し

て

農

_

そ 

$
も

の

赢
濟
的
意
義
が
漸
次
失
は
れ
る

と
言
ふ
の
で
I

彼

に

從

へ

ば(

一)

•
一
 

阈
經
濟
に
於
け
る
食
I

消
I

相
對
的
比
率

に
I

さ
れ
る
、
第
二
に
、
家

族

Q

S
が

減

少

す

る

齒

つ

て

家

計

忘

け

I

I

の
割
合
f

 く

I

、

(

二〕

素

”

,

 

„
mに
對
す
る
絕
對
的
需
要
が
減
少
す
る
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
、
蓋

し

第

一

に

人

口

の

墙

加

す

晶

は

食

糧

品

の

消

■

額
は
靖
加
す 

る
、
第i

一
に
人
口
が
漸
次
減
少
し
始
め
て
も
敷
く
は
食
置
の
消
費
は
寧
ろ
増
加
す

る
、
何

I

れ
ば
大
部
分
の

人
口
.は
今

口
所

J

 

不
足
に
よ
り

て
'
、
.食

響

I

I
す

■る
需
要
が
充
分
に
滿

f

 .れ
て
居

I

t

c
併
し
，一
殺
に
食
糧
品
に
，對

す

る

蜃

は

、
他

の

需

要

に
比
し
て
上
の
服
#
が
限
^
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
所
得
の
上
進
と
正
比
例
す
る
も
の
で
な
く
、
或
る
點
に
達
す
れ
ば
所 

得
は
更
に
增
加
し
て
も
食
糧
品
に
對
す
る
需
耍
は
そ
れ
に
比
例
し
て
は
增
加
し
な
く
な
る
傾
き
が
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
第
三
に
、
遠
い 

夺
來
に
必
て
人
ロ
成
退
の
程
度
が
迪
だ
し
く
感
ぜ
ら
れ
る
に
至
る
隨
に
は
、
食
糍
品
に
對
す
る
需
要
の
如
上
の
相
對
的
減
逛
は
絕
對
的 

減
退
と
一
變
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
斯

く

て(

三)

人
ロ
減
退
は
他
の
反
對
傾
向
が
作
州
し
な
い
限
り
、
全
體
的
經
濟
に 

於
け
る
農
業
の
意
義
を
減
少
せ
し
め
る
？
殊
に
農
業
に
於
け
る
家
寄
勞
働
が
機
械
に
代
位
さ
れ
る
に
從
つ
て
家
嵛
飼
料
は
必
ず
減
少
す 

る
の
で
あ
ら
ぅ
0
旣
に
歐
洲
諸
國
に
於
て
農
業
人
ロ
の
割
合
は
%'
し
く
減
少
し
つ
X
あ

る(

一
八八

一
军
か
ら
一
九
ー
ー
五
年
の
間
に
獨 

乙
に
み
て
は
總
人
口 Q

四
割
か
ら
一
一
割
三
分
に
ま
で
減
少
し
た〕

。

そ
し
て
そ
の
減
少
し
た
.
-
合̂
の
人
口
は
工
業
に
於
け
る
努
柳

1= 

要
に
向
け
ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。

ヵ
丨
ン
の
所
說
は
、
少
く
と
も
ゾ
ン
バ
.ル
ト
の
所
說
ょ
り
も
合
理
的
で
あ
-る
と
思
は
れ
る
。
そ
こ
で
人
口
減
退
國
に
於
け
る
濃
業
の 

碎
滯
乃
至
.衰
退
が
囊
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
人
口
加
國
に
取
っ
て
不
利
で
な
い
事
は
言
ふ
迄
も
な
い
。
著
し
第
一
に
人
5
-
力
換
ガ 

人
口
減
少
國
に
來
め
る
も
の
は
资
木
、
及
び
そ
の
一
形
態
と
し
て
の
盡
用
具
で
あ
-つ
て
、
淡
し
て
農
産
物
で
は
な
く
、
'第
二
に
人
口 

咐
加
國
は
一
方
に
於
て
工
業
的
i

達
す
る
と
典
に
依
然
農
業
を
維
持
發
展
せ
し
め
暴
が
必
要
で
あ
り
且
っ
必
然
だ
か
ら
で
あ
る
。 

四
結
論

右
の
如
く
し
て
人
口
の
增
加
と
減
少
と
が
、
今
や
世
界
を
ニ
分
し
や
ぅ.
ど
し
て
ゐ
る
。
概
し
て
人
ロ
減
退
の
傾
向
は
囱
人
種
ょ
り
成 

る
文
明
國
に
、
人
ロ
增
加
は
植
民
地
及
び
黄
也
人
秫
の
國
々
に
最
も
明
瞭
に
现
は
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
の
對
立
ょ
り
生
ず
る
降
際
が 

人
ロ
诚
退w

そ
の
經
濟
的
意
議
；
 

一
一:.
:

ニ 

(
I

ノ

ニ

七

)
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?o»
t t Hi
 
tl̂
7h,ihf,
 
f t 

 ̂
t tir 
f ™  
tt

. 

I —

I
I
,
! 
-

-

-

-[
 

* 

1 

I 

* 

-

-

-I 

1

J 

J

-

-

-

-

-

-

-

H

I

T

 

J 

t 

* 

u 

,

l

t

t
 

» 

-

i\

9 $  -w  
fe tfs /<n  
- 
^
 

y

l
f
\ z-
h
¥ 

I 

• 

i 

•
I
, 4 
げ

j.

?
?
.

» *  <1

A 

p 

1

.

^

1

1

-
 

i

 

一
 

a

 

八 
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關
係
の
變
化
は
、

一
國
內
.に
生
ず
る
變
化
ょ
り
も
遙
か

£

大
性
を
帶
び
て
ゐ
る
0
問
題
を
單
に
一
國
に
限
る
な
ら
ば
、
人
口
成
退
は 

少
く
と
も
經
濟
的
影
響
に
於
て
は
、
.概
し
て
有
利
で
あ
る
と
斷
言
し
得
る
で
あ
ら
う
。
蓋
し
一
國
民
の
福
祉
の
程
度
は
そ
の
人
口
こ
ょ 

っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
そ
の
所
得
の
大
小
に
ょ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
人
口
減
返
が
國
段
の
購

M
力
を 

咐

進

せ

し

め

る

傾

慕

る

以

上

、
こQ

點
に
於

'て人
！：！

減

退
を
！®
ふ

る

習

は

な

いQ

で
あ
る
。
•
そ

し

て

罢

、
贳

？

面
に
於
け 

る
人
口
減
退
が
他Q

反

於

け

る

人

E

增
加
に
取
っ
て
殆
ど
凡
ゆ
る
點
に
於
て
有
利
で
あ
る
以
上
、
問

題

を

單

に

講

的

麗

か

ら
 

眺
め
る
な
ら
ば
、
S

一
 

部
に
於
け
る
人
口
減
退
な
る
も
の
も
世
界
全
體
に
取
っ
て
好
ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬc 

.UL 

併

、
人
類
の
經
濟
坐
活
は
結
局
目
的
に
對
す
る
手
段
に
過
ぎ
な
い
事
は
言
ふ
迄
も
な
い
。
傲
に
問
題
の
窮
局
の
意
義
を
明
か
に
す
る
が 

爲
に
は
、
觀
點
を
擴
大
し
て
政
治
的
又
は
一
般
文
化
的
方
面
に
及
ぼ
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
こ
れ
に
言
及
す
る
の
は
本
論
文
の
範
圍
を 

超
ぇ
る
所
以
で
あ
る
か
ら
、
私
は
別
の
機
會
に
讓
る
で
あ
ら
う
。
唯
最
も
簡
單
に
次
の
如
く
言
ふ
摩
は
出
來
や
うo

即
ち
人
口
減
退
國 

.に

於

け

る

你

國

-

羅

的

；̂
民
政
策
は
次
第
に
緩
和
さ
れ
、
同
時
に
人
ロ
增
加
國
に
對
し
て
軍
察
的
に
劣
勢
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
いo

力 

丨

ン

に

據

れ

ば

獨

逸

に

於

け

る

壯

丁 

(

ニ
〇
丨
三
五
歲
與
子)
の
數
は
將
來
次
の
如
く
激
減
す
る(

單
位
百
萬〕

。

一
九
三
〇
年

一

九

四

◦
年

一

九

五

〇
苹

一

九

六

〇
年

一

九

七

〇
年

一

九

七

五

年
 

八
、
八
ニ 

： 

'七
、九

六

.

七
、〇
八

六

、
二
〇

四
、
四

四

.三
、
九
八

'
.戰
淨
の
：勝
敗
は
勿
論
人
ロ
に
ょ
っ
て
の
み
決
定
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
特
に
時
の
經
過
と
共
に
益
々
經
濟
的
背
景
の
優
劣
が
蜇
大
な 

要
素
と
な
つ
て
來
る
が
、
而
も
右
表
の
如
き
戰

_
人
員
の
激
退
ほ
、
少
く
と
も
人
ロ

增
加
國
と
の
戰
爭
に
於
て
は
致
命
％ 
了
^
で
あ
ら

う
。
こ
S

は
'A

J
Q

晋

於

V

今
U
最
も
不
0
な

^
場
に
あ
る

微

西

に
於
て
最
も
滿
感
さ
れV

ゐ
る
5

あ
る
。

人

口

證

が

一

老

I

を
f

て

し

I

加
へ
、
■

勞
働
力
i

f

吿
げ
I

.
に
は
、
人
口 

S

國
I

働
力
が 

當

籠

入

す

る

で

含

う

。
こ
れ
は
I

旣
に
述
べ
た
f

、
翳

的

に

は

I

I

働
力
鳥
ひ
得
る
所
以
で
t

か
ら
寧
ろ
有
利 

で
あ
る
が
、：
併
し
文
化
的
に
は
其
國
に
取
て
■

し
い
危
險
を
招
致
す
る
。
異
っ
た
文
化
を
？

る
移
民
の
來
他
は
部
に
一
除
文
化
の 

純
一
性
を
破
f

る
許
り
で
な
く
、
加
之
か
4

移
民
は
概
し
て
敎
養
の
程
度
低
I

常
と
す
る
か
ら
、
文
化
の
程
度
そ
の
も
の
を
低 

下
せ
し
.め

る

恐

れ

が

充

分

で
あ
る
。
併
し
斯
か
る
不
利
は
人
口
S

國
と
I

立
に
於
て
生
ず
1

對
的
の
も
の
で
.あ
り
、
 

炎
し
て
人e

減
f

 Q

も
の
よ
り
生
ず
の
で
は
な
い
。そして私は議に、人

n
減

管

i

せ

し

め

る

溢

議
 

減
は
、
一
宛
の
文
明
附
段
に
達
し
た
國
民
の
議
的
欲
意
に
雜
く
と
言
っ
た
。
管

ば

今

日

未

だ

f

出
坐
率
讓
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ 

な

い

賢

も

、
今
後
一
定Q

期
婴
經
て
或
る
文
明
隱
に
達
し
た
騰
に
は
、
必
ず
や
そ
の
傾
向
を
示
し
好
め
る
で
あ
ら
う
。
又
に
麥 

に
或
る

權
g

s
減
少
し
た
國
民
は
、
そ
の

點
に
於
て
減
少
の
_

条

止

す

る

で

..あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
人
r
減
退
は
決
し
て
藤
瓦 

の

證

能

力

が

喪

失

し

た

S

に
t

f

の
-で
は
な
く
、
軍
に
人
口
增
加
の
不
利
よ
り
逃
れ
ん
と
す
る
靈
的
努
力
と
よ
っ
て
生
じ 

た
も
の
で
t

f

、

I

f
富
的
が
到
達
さ
れ
、
更
に
人
口
減
少
に
よ
る
弊
が
現
は
れ
始
め
れ
ば
、
こ
れ
を
響
な
水
準
に
保
特 

す
る
努
力
が
行
は
れ
な5

言

な

い

。
そ
し
て
こ
れ
が
f

人
類
の
間
に
.

I
す
れ
ば
、
そQ

時
I

人
口
は
停
滞
し
て
了
ふ
。

人
口 

の
停
滞
が
何
を
意
味
す
る
か
。
私
は
之
に
對
す
る
答
と
し
て
次
に
ミ
ル
の
所
說
を
引
用
し
や
う
。
聊
か
田
園
詩
的
で
は
あ
り
過
ぎ
る
力 

そ
の
間
ー
脈
の
眞
理
を
藏
さ
な
い
と
は
言
へ
な
い
。 

.

人
口
.減
退
I

の
經
濟
的
意
義 

、
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ナ
法
ガ
次
驾
に
改
#
さ
れ
資
本
も
..増
加
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、疑
も
な
く
世
#
に
は
、
否
、
舊
國
に
も
、
人
ロ
た
靖
州
の
餘 

.地
が
あ
.る
。
W
し
假
令
そ
れ
.が
無
害
だ
と
し
て
も
、
.私
は
そ
れ
を
希
望
す
べ
き
现-

S

を
殆
ど
觅
出
し
得
な
い
。
人
類
を
し
て
協
同
と
社 

#
叱
交
.通
と
の
.一
切
の
利
益
を
最
大
限
度
に
利
用
せ
し
め
得
る
に
必
要
な
密
度
は
、
人
口
の
最
も
稠
密
な
.凡
ゆ
る
國
々
に
於
て
旣
に
到 

達
さ
れ
て
ゐ
る
。
人
口
は
假
令
全
街
が
充
分
に
衣
食
を
給
さ
れ
て
.ゐ
て
も
猶
ほ
爾

す

ぎ

暴

が

あ

る

。
人
が
否
應
な
し
に
常
に
巾 

間
と
顔
を
合
は
せ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
.い
の
は
好
ま
し
い
靡
で
は
な
い
。
屢
々
孤
獨
で
M
る
と

い
ふ
意
味
の
寂
寥
は
瞑

想

や
品
蚀

に

必
要
で
t

。
赢

Q

f
や

契

さ

に

f

れ
た
寂
寥
は
、
思
f

霞

と

Q

鎏

で

あ

つ

て

、
こ
れ
は
f

個
人
に
取
て
好
ま
し 

い
許
り
で
な
く
、
こ
れ
が
無
け
れ
ば
社
f

塞

で
は
な
.

s
q

で
あ
る
。
又

慕

の

裏

的

翦

Q

餘g
Q

な
い
裳

を

S

す
れ
ば 

多
分
の
诚
足
は
秸
ら
れ
な
い
。
土
地
が
隅
か
ら
隅
ま
で
耕
さ
れ
て
人
間
に
食
物
を
供
給
す
る
や
ぅ
に
な
り
、
花
暌
く
荒
地
や
茚
然
の
卞 

g

が
悉
くH

畑
S

り
、
人
S

川
に
飼
養
さ
れ
て
ゐ
本
い
鳥
醫
食
物Q

敵

と

し

て

管

れ

、_

無
駄
|

木
は
切
倒
さ
れ
、軒
生 

の
界
木
や
冷
花
か
農
業
改
#
の
名
の
下
に
雜
革
と
し
て
刈
取
ら
れ
な
い
で
成
長
し
得
る
餘
地
は
ど
こ
に
も
無
く
な
つ
て
了
ふo 

r
r
K 

.な
、
し
か
し
ょ
I

.
く

念

く

謙

で

急

い

人

G

を
S

と
い
ふ
丈
け
の
晶
か
ら
、
f

人n

とQ
l

g
Q

温
が
奪
つ
て
了 

や
ぅ
な
も
の
に
敦
く
快
適
さ
の
大
部
分
を
地
球
.が
央
は
ね
ば
な
ら
な
い
な
ら
ば
-
私
は
將
來
の
爲
に
、
彼
等
が
、
必
要
に
迫
ら
L
て 

停
滯
す
る
迤
か
以
前
に
、
停
滯
す
る
こ
と
に
滿
足
す
る
こ
と
を
熱
望
せ
ざ
る
を
1#
な
い」

人
郯
の
淌
屙
の

”
が
か
犁
な
る
富
や
人
ロ
の
褙
加
に
な
い
都
は
誠
に
彼
の
言
ふ
通
り
で
あ
ら
ぅ
。

問
,®
は
そ
の

^
滯
か
、
人
類
^

 ̂

の
f
か
た
る
文
化
の
進
步
を
艰
し
て
阳
番
し
は
し
な
ぃ
か
に
ぁ
る
:0
ミ

ル
は
之
を
否
定
す
る
、
日
く「

資
本
ゃ
人
ロ
の
停

/§
ス
藤
％

し
て
人
類
進
步
の
停
滯
狀
態
を
意
味
し
な
い
靡
は
特
に
言
ふ
迄
も
な
い
。
一
切
の
精
神
的
敎
養
、
道
德
的
社
會
的
逃
步
に
it
し
て
は
依
然 

宏
大
な
餘
地
が
あ
り
、
人
の
心
が
增
殖
の
爲
に
惱
ま
さ
れ
な
く
な
れ
ば
、
坐
沽
様
式
が
依
然
改
善
さ
れ
る
餘
地
が
あ
る
の
み
か
、
よ
り1 

曆
改
善
さ
れ
る
見
込
み
も
あ
る
。
產
業
の
方
法
す
ら
依
然
熱
心
に
効
课
的
に
改
-M
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
唯
そ
の
場
合
そ
れ
が
從
來
、
單
に 

富
の
增
加
に
し
か
役
立
た
な
か
つ
た
に
汉
し
て
、
そ
の
正
し
い
効
來
、
即
ち
勞
働
の
輕
減
を
齎
す
事
に
な
る
。
今
迄
の
と
こ
ろ
、
從
來 

の
機
械
の
凡
ゆ
る
發
明
が
、
如
何
な
る
人
類
の
n
々
の
勞
苦
を
輕
減
し
た
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
ら
は
よ
り
大
な
る
人
口
を
し
て
同
じ
や 

う
た
貧
®
本
獄
の
生
沾
を
遂
ら
し
め
、
又
よ
、o
多
數
の
企
業
^
そ
.の
C
を
し
て
產
を
成
さ
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
^
.座
ほ
■級
の
11 

適
を
咐
加
し
た
o
.併
し
そ
れ
ら
は
未
だ
、
そ
れ
を
完
成
す
る
靡
が
そ
の
木
質
で
あ
り
！

IE

的
で
あ
る
と
こ
ろ
の
.夫
の
人
類
運
命
の
大
變
革 

を
開
始
し
て
ゐ
な
い
。
芷
し
い
紕
織
に
加
ふ
る
に
、
人
類
の
增
加
が
正
し
い
，豫
見
の
熟
考
的
指
鸹
を
受
け
る
に
至
つ
て
始
め
て
、
科
學 

的
發
兕
盏
の
知
識
と
努
力
に
よ
つ
て
爲
さ
れ
る
A
然
カ
の
祉
服
が
人
類
の
共
通
的
所
布
物
と
な
り
、

一
舣
的
運
命
を
改
善
し
向
上
せ
し 

む
る
手
段
と
な
る
の
で
あ
る」

O
C
B然
し
•正
し
い
飢
織
と
は
何
で
，あ
る
か
。
ミ
ル
は
之
に
答
へ
て
は
ゐ
な
い
。
否
、
彼
は
こ
れ
に
答
へ 

得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
人
ロ
問
題
の
E

の
»
趴
は
拽
取
な
き
社
會
飢
織
と
賢
明
な
る
人
.ロ
調
節
と
の
ニ
つ
が
相
俟
て
始
め
て
期
^
し

得
ら
れ
る
の
で
あ
る
o (

八
月
二
十
七E
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旣
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Praxis 

<ier 

Volkswirtschaft, 

1
9
0
5に
於
て
、
私
經
濟
的
見
解
を
以
つ
て
勞
働
生
產
力
の
國
段
經
濟
的
意
義
に
答
へ
ん
と
す
る
こ
と
は
誤
り
で
ぁ
り
、
批
判
的
經
濟 

學
の
最
も
高
尙
f

任

務

里

S

を
し
て
私
經
輩
忐
欺
瞞
的
な
見
方
と
概
念
と
か
ら
解
放
せ
し
む
る
に
t

と
な
し
、
か
く
の
如 

き
立
場
か
ら
經
濟
學
漭
に
取
つ
て
も
現
代
の
エ
場
勞
働
の
生
现
學
的
特
に
心
理
學
的
分
析
の
問
題
が
筮
要
で
ぁ
る
こ
と
を
示
し
た
。
彼 

に
依
れ
ば
勞
働
は
苦
痛
か
ら
成
'
 

勞
働Q

費
用
は
心
理
學
的
泛
不
快
感
0

_

で
ぁ
る
。
而
し
て
現
代Q

:

產
業
の
下
に
於
て
は
勞 

働
の
罟
痛
は
昝
觀
的
に
は
疲
勞
、
疾
病
及
び
死
亡
の
現
象
と
し
て
現
は
れ
、主
觀
的
に
は
單
調
、機
械
に
依
る
人
問
の
奴
隸
化
の
裡
に
深 

化
す
る
0
斯
く
て
彼
は
勞
働
の
苦
痛
を
輕
減
し
、
反
對
に
勞
働
0
,喜
悅
を
增
迆
し
得
ん
が
た
め
に
勞
働
に
關
す
る
心
理
學
的
硏
究
の
必

軸
神

技

術

，

危
機
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